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はじめに

上田意は,F知 られざる教育Bi)の ｢社食科の方法｣ の中で,社会科は,r抽象化に対す

る抵抗,具体的な間接のあ くことなき追究 を,その本質とLているO(社会科の本質を,

社食事象における閉路の連続的研究 と規定する｡)｣ と説 き,基礎学力とは,｢単なる土台

ではな く,応用のきく知識であ さ),能力である｡ 応用 しうるカは,自己変革を可能にする

カだということである｡｣ とL,知識の特質 2)は,｢(ア)動的な網の目を形成するもの,

(イ)発展するもので自己変革するカをもっ ことが必賓であ り,(ウ)個性的統一の体制

の印するとい う意味での相対性 と自己否定的に蚤展 しっづけなければならぬとい う意味の

相対性 とい う2つの相対性 を蒋っことが必尊である｣ と記 した｡ また,｢知識が生きた問

題解決において有機的に働 く場合 と,知識の形成すなわち教育の場 とにおいて,知識 が真

の知識 として働 くoj とし,｢このような働 きをもっ ものを,とくに知識 (体系)の核 と

名づけたい と思 うO｣ とLているO さらに,｢絶対の- を求めることは学問の,また知識

の宿命であるo絶対-の.普遍 とは,実にそれにむか う動き,すなわち方向性以タトの もの

ではないのであるO相対性の自覚のみが飛躍による動揺 をLずめ創造 を可能にするeJ と

した03)

ところが,現代の,近頃の.社食科や教育界や世間はどうだろうか.TVではどの局で
ば や iy3 は や 享.3

もクイズ施行であり,自治体や教育産業界では検定流行であi.),各小学枚では悉皆の全国

学力テス ト (小学校 b卑生対象)の実施 をみているoクイズは,｢問いj と r答え｣ の 1

対 1対応 とい う野方的短絡的知識であ り,記憶力の多きや記憶 したものを引き出す速 さを

窺 うものであ り,無機的,静的であるo検定 もまた,注入 された無機的静的なもの (言己憶

童と引き出す速さを窺 うもの)である｡ 全国学力テス トも,使い方を聞達 えれば,系統的

和親や徳目主義を育成するのに便利な注入式教育に陥る怖れをもっているoまた,身の回

阜)ですすめられている小学校の社会科学習では,年間の時間数が減 らされ,自主作成の単

元よさ,3も1時間ぽっきtj型の既成の指導計画に則 った授業が当然のように展開 されてい

るO 間尭解決学習ではなく,毎時教師 (指導者)がこどもたちに課題 を出 して考えさせる

深層 解決学習 (これを間尭解決的学習と考えている者もいる)が行われている｡

一才,OECD (経済協力間藤機構)は,r基礎的な言語や思考能力は機能的に獲得 され

るべきであるo基礎的な捜能は線 を)壊 しやるから定着するのではなくて,使 う磯合や応用

する範囲が広がってい くと同時の形成 されるO｣ とい う考 え方 を打ち出 しているQなんと

i田鳶の教育哲学の和親 と同 じ考え方なのである｡ この OECDのポス ト産業主義の学力

観に最 も成果を挙げるているのがフィンラン ドであるOこのフィンラン ドを中嶋博 4)は,

① 2003年PISAで総合ラング1位

②経済競争力世界ラング (W F) 1位

③居住地,性別,経済的状況や母国語の如何に問わず,教育への平等の磯金
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⑥地方での教育の接近性

⑤性差別の皆無

⑥教育が総体的に無償

⑦総合的非運別的基礎教育
⑧支援的柔軟な管理 :全体の中央集権的な助言と地方での実施

⑨蚤展志向評価 と生徒の評価 (テス トも序列 もない)

⑩高度の資質を備 えた自主性 を持った教師

という特徴 をもっていると講演 (2005年東京) している (①-⑩は筆者が加筆校正)｡ こ

のように,フィンラン ドの社食 と教育は我が国からみるとい くっがの羨ましい特長 をもっ

ているが,私は,個の学力を保証 している尊貴として,基礎学枚で実施 されている ｢統合

的教科横断テーマ｣ の学習が大きいと考えたのであるo

私には,上田薫教育哲学 と7 インラン ド教育 (pISA テス ト世界一)の2っは,根っこ

が同 じで.目指すものも同 じだと思われるO その共通点 を深 L,世に紹介 Lたいと考えた

のがこの研究の始ま卓)であるo

なかでも,私は,フ ィンラン ドの ｢統合的教科横断テ-マ｣ の中の ｢アントレプレナー

シップ教育｣ と,戦後初期の社食科の取組 とに,同 じもの ･似ているものを見っけたので

ある｡

I)上田鳶.F知らぜらる教育31958.賓明書房.

2jF知らぜらる教育』｢知識についての覚え書 き｣

3)F知 らぜ らる教育jr社食･科と逢徳教育j

4)中嶋鱒 二草庵田大挙名誉教凍 .著書に.庄薄艮信共著.Fフィンラン ドに学ぶ教官 と学力』明石書店.2005,

がある.;.
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第 1章 PISA調査が望む リテラシーにおけるフィンラン ドと日本の比較

第1簿 pISAの望 む リチラシ- とは

PISA頚 査においては,OECD (経済協 力開発機構) は,21世紀のポス ト産業主義社食

において要請 される能力 を ｢コンピテンス｣ として定義 し,その ｢コンピテンス｣ の基本

要素 となる知的 能力 を r数学 リテラシー｣｢読解 リテラシー｣｢科学 リチラシ-｣ と して

基礎学力の希定義 を行い,その ｢リテラシー｣ を問題解決状況 における知識の活用能力 を

意味す るもの と規定 Lてい る｡1)

この よ うな ｢コンビデンス｣ や ｢リテラシー｣は,-見 OECD とい う市場原理 に基づ

いて推 し逢め られてい る機構が示 した ものではあ るに もかかわ らず,｢人類の全体 の幸福

を願 う 21世紀 のポス ト産業主義社食 を展望 し,人類の現在や近東泉の能力 を適確 に分析

し,求めてい るもの｣ と考 えてい るol)

2003年版PISA弟査鹿果報告書 F生きるための知識 と鼓能2(国立教育政策研究新編)A

では,これらの ｢リテラシー｣ を ｢読解 リテラシー(ReadingLitemcy)jr科学均 リテラシー

(Sci軌胞 Li触 y)｣｢数学的 リテラシー(M血 emadcalLiteriKy)｣ と表記 してい る V- さら

に2003年度滴 査では,r問題解決能力(ProblemSolving)｣について も評価 したo
これら4つの リテラ シーの定義は F生 きるための知識 と捜能2Bによると以下の通 りで

ある｡

数学的 リテラシーの定義 :数学が世界で果たす役割 を見っけ,理解 し,現在及 び将束の

頼人の生活,職 業生活 ,友人や家族や親 族 との社食生活,建設時で関心 を持 った思慮深 い

市民 としての生活において確実 な数学的根拠に もとづ き判 断 を行い,数学に携わ る能力O

読解 リテラシーの定義 :自ら目標 を達成 し,自らの知識 と可能性 を発達 させ,効果的に

社食に参加す るために,書 かれたテキス トを理解 し,利用 し,熟考す る能力｡
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を導 き出す能力｡

問題解決能力の定義 :問題解決の連番が瞬時には明白ではな く,応用問題 と思われる リ
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定義や各評価分野の問題で扱 う諸側面の関係 については,表 口 -1) と表 日 -2)

を参照 きれたい｡
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表1-1 PISA2003年調査の各評価分野の定義と間選で扱う諸側面

分 野i 数学的リテラシー 蔑解リテラシー 科学的リテラシー 問題解決能力
(旭 thematicalLitmcy) (ReadingLiteracv)一 (ScientiFICLiteracy) 伊roblemSolving)

量 定 義 数学が世界で果たす 自ら目標を達成し, 自然界及び人間の活 問題解決の道筋が韓

役割を見つけ.理解 自らの知鼓と可能性 動によって起こる貞 時には明 白ではな

し.現在及び将来の を発達させ.効果的 然界の変化について く.応用問選と思わ

個人の生活,蒋薫生 に社会に参加するた 理解し,意志決定す れるリテラシー領域

活,友人や家族や親 めに,書かれたテキ るために†科学的知 あるいはカリキユラ

族との社会生活,隻 ス トを理解し,利用 鼓を使用し,課題を ム領域が数学,科学,

設的で関心を持った し,熟考する能力○ 明確にし,証拠に基 または読解のうちの

思慮深い市民として づく結論を導き出す 単一の領域だけには

の生活において確実な数学的根拠にもとづき判断を行い,数学に携わる能力○ 能力○ 存在していない,現実の領域横断的な状況に直面 した場合に,認知プロセスを用いて,問題に対処し,解決することができる能力o

問題で i内 容 数学的な内容 :実生 テキス トの形式 :チ 科学的知隷または裾 問題のタイプ :意志

活でみられるような キス卜には,物語, 念 :物援学,化学, 決定.システム解析

または 数学嘩准念のまとま 論説,准理などの敵 生物学,地学,宇宙 ･哉計, トラブル .

構 成co江ぬnt 阜30主として4つの 文形式の r連続型テ 科学などの主要な分 シューティングの3

｢包藷的アイディア｣ キス 卜｣と,秦,図, 野から選択され,め つのタイプか らな

(｢童｣ ｢空間 と図 ダイアグラムなど敵 と連動,生命の多様 るO問題解決のプロセス:

Or 形｣r変化と開孫 j 叉とは別の方法で情 性,生理的変化など

血 ctureプロセスPrW SSeS蓄 状況contexts r不確実性j)から 報を轟供する ｢非連 の多くのテーマから

なる¢数学的プロセス :生 線型テキスト｣ があるo読む行為のプロセ 導かれるo科学的プロセス :蕊

扱 徒が数学的な内容に ス :次の3つのプロ 鍵に基づいて習碍 問題の性質 を理解

ラ 取43線おのに必要な セスに分∵類されるo し,解釈 し,行動す し,特徴づけ,表現

3 夜能のまとまりO次 i)情報の取 t)出し る能力を中心とし, し,解決 し,これを

つ の3つの能力クラス ii)テキストの解釈 次の3つのプロセス 熟考し,その解法伝

め ダ-に分∵類されるo iii)熟考 .評価テキス トが作成され からなるo えることが含まれ壌書面 i)再現クラスターill)常連づけクラスタ一書i日 熟考クラスター数学が用いられる状 i)科学現象の轟写,妻ii)芸芸表芸芸の理解iii)科学的証鍵と鈷論の解釈科学的状況または文 るo状況または同塵の文

況 :実生活で生徒が る用途,額面,状況 : 脈 :生活と健康,地 脈 :教室場面や学枚

遭遇す るような私 私埠な用途,公的な 球と環境.親衛につ カリキュラムとは区

時,教育的,哉菜的,_用途,覇業的な用途, いて,日常生活にお 即される生徒の私的
公共.噂,科学喝な状 教育的な用途などの ける異なる状況で覇 な生活,仕事や余暇,

毛虫輿 :国立教育政策研究蹄編.F生きるための知識 と捜能2 0ECD 生硬の学習到達度調査 (PISA) 2003

単頚査国際患果報告書B.ぎょうせい.2004.)
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表1-2 PISA2006年調査の各評価分野の定義

妻 j 科学的リテラシー 読解リテラシー (読解力) 数学的リテラシー

量 卜 芸誓諾 ,し遥 畠諾 自らの日棟を達成し,自ら 数学が世界で果たす役割をの知鼓と可能性を発達さ 見つけ,理解し,現在及び

象を説明し,科学が関連 せ.効果的に社会に参加す 将来の個人の生活.海業生

する諸問題について証拠 るために,書かれたテキス 活,友人や家族や親族との
に基つづいた結論を導き トを理解し,利用し,熟考 社会生活,建設的で関心を

出すための科学的知諒と する能力Or読解力｣には,読み解い 持った思慮深い市民として

その活用 の生活において確実な数学

･科学の特徴的な諸側面を 的根拠に基づき判断を行

J 人間の知鼓と探究の-形 た文字を理解するだけでな い,数学に携わる能力Or数学的リテラシー｣には.

く定義 態として理解すること く,読み,解釈 .熟考,及

および .科学とテクノロシーが我 ぴ生活における自らの日的

その特徽) 我の物質的,知的,文化 を達成するために読みを用 数学をより広範に境能的に

的環境をいかに形作って いる能力が含まれているOPⅠSA調査では.読むための 用いること,すなわち様々
De丘由donamdits いるかを認鼓すること な状況において数学の問題

disdnctivefeatuers ,.思慮深い一市民として, を認鼓し,公式化する能力

科学的な孝えを持ち,料 学習というよりもむしろ学 が含まれるo数学的領域及び概念に関す

学が関連する諸問題に, 晋するための読みに焦点を

自ら進んで関わることr科学的リテラシー｣は,壬 空売認 悪霊芸諾証拠について科学的に考えることのできる能力を求めるものである○｢科学の知識｣ 当てており.生徒は最も基本的な読みの技能について評価されるわけではない○テキストの-形式

･物理的システム ･｢連続型テキスト｣- るまとま皐)
･生命システム 物語,解説,議論など ･量

く知鼓領域) .地球と宇宙のシステム の様々な種類の散文 ･空間
･テクノロジ-のシステ ･｢非連続型テキスト｣ ･変化と関係

knowlegedomain ム -グラフ,嘗式,リス ･不確実性数学に必賓とされる薮能か 書
｢科学についての和親 ｣･科学的探究･科学的説明科学的凍寒またはプロセス卜など読解の疎頚またはプロセス

のタイプ のタイプ ら能力クラスタ-

く関係する能力) .科学的な疑問を親裁す ･情報の酎 )出し 書.再現クラスタ-
ること -テキストの解釈 (簡単な数学申渡作)

ComsNSBncies t .現象を科学的に説明す ･テキスト熟考 .評価 王.関連付けクラスタ-
involved ること (直接均に問題を解くた

･科学的証拠を用いるこ めにアイデアを鹿びつ

ど壬 妻個人的,社食的,地球的な けること)･熟考クラスター-I巨 よ蟻 い数学埠な怒号)テキストが作成される用塗 個人的,社食的,地球的な

状況における用途に焦点を ･私時な用途 (個人_時な 状況における用途に焦点を

(状況) 当てた科学の適用領域 手紙など) 当てた数学の適用領域

･健康 ･公共的な用途 (公時又 ,私的な用途

ConteXand 一天然資源 書など) .教育的及び職業的な用

血 蝕ion .環境 ･哉葉的な用途 (レポ- 逮

t発客 トなど) .公共的な用途

･科学とテクノロジーの ･教育的な用途 (学故に .科学的な用途

(出典 :国立教育政策研究所編.F生きるための知識と敦能3 0ECD生徒の学習到達度調査 (PISA) 2006
年濁査国際鈷果報告書B.ぎょうせい,2007.)
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年濁査国際鈷果報告書B.ぎょうせい,2007.)

-5-



第 2節 pISA調査における日本 とフィンラン ドの位置

2003年調査籍菜を国際比較すると,日本は,数学的 リチラシ-が6位,読解 リチラシ-

(読解力)が 14位,科学的 リテラシーが2位,開発解決能力が4位 と上位グループに位

置取っている0 -育,本研究の対象であるフィンランドは,数学的 リテラシーが2位,読

解 リテラシーが 1位,科学的 リテラシーが 1位,問題解決能力が2位であ り,世界一の籍

菜を由している｡

2006年調査では,日本は,数学的 リテラシーが占位,譲解 リチラシ-が 15位,科学

的 リテラシーが 10位で相対的に少 し順位 を下げ,フィンランドは,数学的 リテラシーが

2位,読解 リテラシーが2位,科学的 リテラシーが 1位であ t).総合的にみると相変わら

ずの世界-の リテラシーをたたき由 している｡

第3帝 各 リチラシ-における日本 とフィンラン ドの比較

私は,日本 も高い PISA調査絵栗 を示 しており,なにがなんでも世界一が良いとい う考

えを輯っているわけではない . しか しながら,7-14才の学年の授業時間 (2008年調べ)

はフィンランドが5750時間,日本が6340時間で,フィンラン ドの才が授業時間が少なく,

何か秘密が隠されているよう+A:気が して+A:らない｡そこで,もう一歩進み,日本 とフィン

ラン ドの2006年 PISA調査の籍異を詳 Lくみてゆ くこととする｡

フィンランドの科学的 リテラシー全体 (図1-7)は,レベル 3以上が82.2% (日本 69.5

%.)であり, レベル 1以下が4.1% (日本 12.1%.)であるO このことから,フィンランド

は平均以上の生徒が8割以上お り,低位の生徒は日本 と比べても1/3と少ないことが分

かるo

同様に,読解 リチラシ-は, レベル3以上が 79.7% (日本 59.6%)であtj,レベル 1

以下が4.8% E日本20.1%)であるO ここでも,フィンランドは平均以上の生徒が8割以

上お り,低位の生徒は日本 と比べても1/4と少ないことが分かるO 日本は全体の 1/5

(100人の中の 10人)が レベル 1であり,100人の うち 6.7人 (6.7%)が レベル 1未満

(フィンランドは 0.8%)にいる. 低位な生徒があまりいないフィンランドに比べ,日本

は低位な生徒はOECDの平均値に近い｡

さらに,数学的 リテラシーを比べてみることするoフィンラン ドでは レベル3以上が79.7

% (日本 68.1%)であi), レベル 1以下が 5.9% (日本 13.0%)であるC上の2つの lj

チラシ… と同 じ傾向があり,レベル 1未満だけをみると,1.1% (日本 3.9%)ととても
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少ない｡

顕著なのは,フ ィンラン ドと比べると, 日本は低位な生徒が2倍～8倍多い ことが分か

卓上 7 ,1-ンラン ドでは,どのように低位なチ-の学力保証の学習が取 さ)組まれているのか

を知 りた くなるO また,高位な生徒や中位の生徒が多いことには, リテラシー育成の秘密

があるに逮いない｡

さらに,社食科教育の研究者 として,興味関心 を特っ 2003年の問題解決能力を比べて

みると,フ ィンラン ドの レベル3は32.4%(日本 35.6%),レベル 1未満は4.6%(日本 9.9

%) と高位な生徒は日本の方が多いが,低位な生徒がフィンラン ドは半分以下で,羨ま し

い限 りである｡

そこで,間穂解決能力を問 う各問題の分析 を進めてみた｡ 正答率は,フ ィンラン ドが 日

本を上回ることもあるが,日本がフ ィンラン ドを上回ってる問題 もある缶決定的な違いは,

フィンラン ドの生徒は,誤答が多く,無答が少ない,日本はとい うと,OECD平均並の無

答率で.r6.1エネルギーに関する問題②｣ と ｢6.2休暇施行に関する問題②｣ については.

無答率が 23.0% (フ ィンラン ド7､8%)と27.0% (フ ィンラン ド16､1%) と問題 を解 こ

うとしていない生徒が目立っ｡フィンラン ドでは,｢間遣 って もいい｣｢やる気がある｣ 辛)

r挑戦 してみる｣r根気よく取 i')観t;｣ とい う生徒の姿勢 ･態度がみられるO

この rF聞達 ってもいい,や ってみようBFや る気があるBF挑戦 してみようBF根気よ
く取 り組もうB とい う児童生徒の姿勢 ･態度｣ を育成 している教育を渡っているのが,ア

ン トレプ レナーシップ教育 を始め とする ｢統合的教科横断テーマ｣ の教育 (23貫資2-

1参照)だと私は考えているO

*) 山聴覚;.kによる rアン トレプ レナーシップ j の訳語の 1つ
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(出典 :図ト1-ト4,囲ト8-1-18;国立教育政策研究

所編.F生 きるための知識 と夜能 2 0ECD 生徒の学

習到達度覇査 (PISA)2003年額査国際鈷果報告書』一

ぎょうせい , 2004.

図ト5-卜7:国立教育政策研究所編 .F生きるための

知識 と捜能3 0ECD 生徒の学習到達度調査 (PISA)

2006年額査国際鈷果報告書』.ぎょうせい,2007.

の数値デ-タより,筆者がグラフを作成O)
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【資料】

エネルギー必要量 に関 す る間蔑 資料1-1(6.1)

これは､ゼットランド国に住む人一人あたりのエネルギー必要量を満たすために､どのよ

うな食品を選んだちょいかに関する閉篭です｡下の図は条件もさまざまな人々に､それぞれ

適したエネルギー必要蛍をキロジュール (kJ)で表していますO

{~JL'.-~

｢棚

年齢(義)活動L軽い普通痕い
ほ一-~29

i(トー59 軽 い野 適重い

唯い普通強い

ネルギー盛事I

男姪 女僅

活動レベルエネルギー必要量 (kJ) エネルギー必要量 (kJ)8360軽い lO661)

普通 ltO80 8780

磯煮別法動レベル

軽い :

撞内常葉押当首
会杜と･l

摘拝

普通 :

教員

屋外営業糾当符

希護1.:

重い :

建設労働者

肉体労働者

スポーツ選手

ェネルギー曲事義に舛する闘1 資料ト 2(611)

藤消弧きんは45歳の教員です,,藤mきんは､I日当た りどれだけのエネルギ一驚 tkJ.)

を摂取したちょいでしょうかO

答え キロジュール
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広沢敬子きんは 19歳の走り高跳び選手です｡ある晩のこと､敬子さんは友人にレストラ

ンでの夕食に絹持されました{,これがそのメニューになりますO

I メ二ユ- 敬子きんの准鯛による各料理のエネルギー暴 くkJ)

スープ: トマトスープ 355

きのこのクリームス-プ 585

メインディッシュ羊 和風ステーキ 960
スパイシーチキン 795

ポ-ケソテ-ポテトサラダ ▼~'-▼ー■■･.~ヽ■一一叫 一■■一■一■1--.■一一:̀一一_イタリアンサラダ 920サラダ: 750■■●一■一■一■▲一■■■■一■■■■■■■･■■一l■■■▲′_335

転 二 二 -～-O'--I--I-''-B‥重シ-フー ドサラダ ヰ呆o

｢ショー ト石二言仙仰叩 ーM一一Y叩 I_i8(ー ~-ー■--1

i呈､. ..‥い,加抑つー仰柳1m,叩.W叩_叩仰伽"",モ_1ミルクセ-キ: チーズケーキ

暮fltl5

ナ タデココ 565

チョコレ-ト l59t)

LJ,トランには､次のような特別定額}ニ1 .-もあり書す !.

定新 メニュー

5日ゼ ット

トマトスープ

スパイシー ･チキ

ナタデココ

資料1-3(6.1)

I.｢

_._-_tr.___i+_tT..PI._I_...__..At._1tII-.VIq.AI.I_I
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エネルギー各雷量に関するPl2
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資料1-4(6.1)

敬子きんは､毎日食べたものを記録していますOその日､夕食を食べる前までの彼女のエ

ネルギ一歳摂取量は7520kJでしたO

敬子さんは､自分のエネルギー線摂取丑が､毎日の適正尊より5柵kl以上下卑ることも

上寧ろこともないように気をつけています｡

｢定額メニュー｣を食べたとき､敬子さんのエネルギー摂取量は､適したエネルギー必要

量の±500kJにおさまりますかO計算方法も書いてくださいO
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休暇旅行に関する同蔑
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体鴨義行
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資料1-5(6.2) 圭

これは､休職兼行のために貴連なルー トを考える間者です0

回 1と2は､この地域の地図と.各町間の投光を表しています｡

『1: 町と町をつな<遭Jl

鵡2:各町闇の義糧JM (キロメートル〉

m 町

何日町

此III町

中llj町

衆H町

海山町

勝川町 西附町 北山町 中IIl町 衆川町 海山町

体鴨韓 に剛する{1

東田町 ･西田町間の､道路上での長塩距鮭を計算してくださいO

km

).
tt
J__I__I

資料1-6(6.2)
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6.3暮

I.~--I-一一~~---r~~一一-i

棚 難行に嘱する闇2 資料1-7(612)

敏子きんは洛弼町に住んでいます,I,妓女は西田町と北山町に行きたいと考えています壬妓

女はいずれの目も謝 キロメートル鷺でしか移動できませんが､各町間のどこかで一泊キャ

ンプし､農の壊れを奇すことができます.;,

敏子さんは､どの町でも2鴨は泊まることで.その町でまるIH観光ができるようにLた

いと考えていますっ

FU)川に 敢f･きんが毎晩どこに泊まるか記入し､旅程衣を完成させてください.J

変遷鋼

交通網に関する問題

資料1-8(6.3)

下の国は､ゼットランド国内のある都市にある交通網を一部示したもので､鉄道路轟が三

つ敷かれています｡現在地と目的地は次のように示されています｡

Å線

●鉄道の駅

S

･
′

′

ロ iAまたは臥 Cの路 線に
衆換えができる東襖駅

掛金は通過した駅の敦で決まります (乗車した駅は数えません).11駅ごとに 壬ゼIy卜か

かりますO

隣接するヱ駅の問の走行時問は約2分です｡

乗換駅で､各線への乗換えにかかる時間は約5分です｡
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交通鋼に胃する餌 資料1-9(6.3)

国には､現在いる駅 汀現在地烏 と､これから行こうとする軒 汀目的地｣)が記されてい

ますt:.L料金と所要時間を考えて最適なルートを､母上に示してください.:

また､その際にかかる料金と､およその所要時間も記入してください:

料金 : ゼット

およその所要時間 : 分

図書室のシステムに関する問題

斑霊室のシステム 資料1-10(6.4)

豪纂校は､図書の貸出しに簡易システムを採用していますC･.教取員は28日間､生徒は7

日間､本を借りることができますC_下の図は､この簡易システムを表した枝分かれ図ですC.

＼
-⊥
l
ヘノ/

/′ liJulヽtt倍を/守ノJ.
′

/

I

＼
＼＼＼はのワQ

･､教耽員ですか ?

了 /ノ

･えヽ一_VrHH
_～

}ノJJ一く一_'ll一･.-1117･-!

..～
～I
tI
pL

貸出し期間は7日

間

ノ′
はい

貸出 し期間

f雄Il.3
し____～ - ～ _

.､...I.1i､tt.t､+..11̀.号
.I

-･方､西纂枚は､これに似ているが,もっと複雑な貸出しシステムを採用しています,

･｢指定図番｣と分類された図書の貸出し期間は2日間とする｡√

･指定国審リストにのっていない図番 (雑誌を除く)については､教職員の貸出し期間を

28日間､生徒の貸出し期間を 14日間とする｡

･指定図番リストにのっていない雑誌については,全員の貸出し期間を7日間とするC,

書貸出し期間を過ぎた図書を逝していない者は何も借りられない(.

l‡
J

言野暮蓋のシステムに騨する肩11 資料1-ll(6.4)
I
享 あなたは吾纂按の生徒で､図書点で借 りたままの､貸し出し期間を過ぎた本がないとしま

すC,これから指定図書リストにのっていない本を借りたいとします｡この場合貸し出し期間

は何日になりますかo

; 答え: 日
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J
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阜暮蓋のシステムに鋼する瞬2

-■一--p-1一一一■◆一一1-●一1--､I--一一1-一■▲一′̀●14′▼■■ヽ■-･■■ヽ

資料1-12(6.4)

図番零の図書や雑誌を扱うチェック･システムを自動化できるように､西纂枚肩書董シス

テムの枝分かれ図を作成してください.,作成するチェック･システムは､できるだけ効率の

良いものにしてください (+ェック段階をできるだけ少なくしてください)｡どのチェック

段階も分かれる技は二つのみで､それぞれの枝に (｢はい｣｢いいえ｣などの)適切な表示を

してください｡

f
I__________._I_I_._______.________.,_

6.6

r6.5DESIGNBYNUMBERSに関する問題｣ は,省略.

履修計画に関する問題

履蝶計善

_～.__I___A

資料1-13(6.6)

j串間にわたる全課程で､次のような 12秤目を担いでいる高等専門学校があります-

科Hとも､嬢修期間は 1年間となっています.,,

｢.一■t.I----l･､I

l

一

｢~~'ー'一､｢ 科目コード~一一■■-■■■■■■■■■■■▼■･､◆Ml 科目名力学 レベル lI

之 M2 中学 レベル 2

3 El 電子工学 レベル l

4 E2 電子工学 レベル 2

5 Bl 商業実務 レベ ル l

6 82 商業実務 レベル 2

7 83 商業実務 レベル 3

8 C1 コンピュータ.システム レベル l

9 C2 コンピュータ.システム レベル 2

10 C3 コンピュータ.システム レベル 3

ll Tl 技衝 .情報奮理 レベル 1

12 T2 技術 .情報管理 レベル 2
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膚蝶鮒善に岬する荊 資料1-14(6.6)

どの生徒も､1年あたり4科目履修 して､3年間で全 12科目を終了することになっていま

す.i

生徒が上のレベルの科目を履修できるのは､その前年までに同じ科目で下のレベルを終了

している場合のみですC,たとえば､商業実務レベル3を履修することができるのは､商業実

務のレベル Iと2を終了してから､ということになります｡

また､電子工学レベル Jが履修できるのは､先に力学 レベル )を終了してからとなってい

て､電子工学 レベル2も力学 レベル2が終了した後ではじめて履修することができます｡

どの牢にどの科目を履修すればよいか考え､次の表を完成させて くださいぐ,表には科目

コー ドを記入してくださいC,

町 ]pi 科目三 科冒〕 壬 科u
-
i I ドL ______

濯瀬に関する問題

濯灘 資料1-15(6.7)

.-1...t~~-∫-.t..
-

ドfj.)i瑚ム 各区画の農作物に水をやるため0)鹿渡水路を表しています,/,水門Aから水門

tfは､必要に応 じて開閉できるようになっています ., 水Iftは明 じているとき､水はそこを流

れません .､ノ

これは､藩親水路からC)流れを妨げている､ 塞がってしま-)た水門を兄-)i-1る問題で1才

函 1,'濯濠水隷

人

■ ■

次部さんは､水が必ずしも自分が思った場所に詫れないことに気づきましたO

彼は､どこかの水門が塞がっていて､スイッチを ｢開｣にしても開かないのだと思いまし

た｡
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町 ]pi 科目三 科冒〕 壬 科u
-
i I ドL ______

濯瀬に関する問題

濯灘 資料1-15(6.7)

.-1...t~~-∫-.t..
-
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函 1,'濯濠水隷

人

■ ■

次部さんは､水が必ずしも自分が思った場所に詫れないことに気づきましたO
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濠濃に耶する闘 1 資料1-16(6.7)

次郎きんは､水門をテストするため､衷 7のような設定を試してみましたむ

責 1: 水門の静定

A i B C D 壬 E 量 F G t H
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濠薫に閣する同2 資料1-17(6.
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L,__ー______._____________ー_一､.m_.I_JL_______.,I__ニー_-_=三__I____I________

溝濃に紳する粥3 資料1-18(6･7)
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水門Dが ｢開｣にセットしても塞がって関かなくなっているかどうかを調べられるよう
な東門の設定を､下の表に記入してください｡

水門の設定 (それぞれの鰍こ｢開｣または ｢閉｣を記入)

A B C D E ど G H

1∫

(出典 :国立教 育政策研究所編 .『生きるための知識 と披能 2 0ECD 生徒の学習到達度

頚査 (PISA) 2003年弱査国際籍果報告書』.ぎょうせい,2004,330頁～356頁)
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第2章 フィンランドのアントレプレナーシップ教育と

日本の初期社会科学習との共通する理念

第 1帝 フ ィンラン ドのコア ･カリキュラムにおけるアン トレプ レチ-シップ教育

フ ィンラン ドの リテラシー育成の秘密,そして,r聞達ってもいい,やってみようjrや

る気があるjr挑戦 してみよう｣r根気よく取 り組 もう｣ とい う児童生徒の姿勢 ･態度 を

育成 Lている教.官の親密をまず始めに指導婁領の中に探すこととLたQ.I

フィンラン ドの指導要領 (2004年版)は,全 1冊 (320貫)にまとめ上げられ,日本の

各教科に分冊 している指導婁領の量に比べ,それぞれの項 目の主 旨を運べているにとどめ

ているや

以下は,コア ･カリキュラムの中の第7章第 1静のアン トレプ レナーシップ教官の部分

の翻訳 と原文 (但し,英文のもの)である｡フィンラン ドのコア ･カリキュラムの第7章

は,r学習目時と教清 の中核 となる内容｣ であり,国語や各教科などが鹿ち並ぶ (26､･28

賓参照)⑬第7章自身が,21の砕 くセクション)に分かれ,7.1統合鞄教科横断テーマの

砕 くセクション)は,さらに,?っの部分から構成 されているo

資料2-1

7,1 競合的教科横断テーマ 刑TEGRA¶ONANDCROSS-GURfgCUUIRTHEMES

この指導は.教科 を分離 したを上 教科を統合 したを)する｡

この指導を紋合する目的は,児童生徒が事象を多面的に覇べ るようになることと,

チ-マを詳 しく述べられるようになること,そして,全般的な教育目標 を褒詞するよ

うになることであるo

教科療断テ-マが,教育や教授の強調点 を示 LているO

それらの目時と内容は,多数の教科に取 り入れられ,教育や指導を蔑合するo

それらを通 して,現代の教育の挑戦が求められている｡

この部分 (7.1)は,教科横断テ-マを示 しているQ しか し,これらのテーマは,

いろいろな教科で,また特性 を示 した見地から,児童生徒の発達上の段階によって必
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尊 とされる方法で実施 される｡

このカ リキュラムを明確に述べるなら,教科横断テーマは,中心科目にも選択科 目

にも含まれてお t),集合のような共同の行革にも含まれてお lj,学校での作業的文化

であることは明白である｡

Instructionmaytx3SeParaicdintosubjectsorintegrated.■■

7%eobjecdveofintegrabngInstructionistoguidepupilsinexamlnlngPhenomena血)m theper甲∝tlVeSOf

di飽 陀nt眉eldsofknowledge,therebyelabαadngthemesandemphasizingg印eTaleducati00algoals.

Cross{urricularthemesr甲reSentCentralemphasesoftheeducationalandteachingwork.
Theirobj6diyesaJldcontentsareincorpratedirltommeroussubjects;thqylrltegratetheedtICationandinstrucdon.
Tbough them,血eeducadonalchall印geSOfthedmearealsomet.

Tbs sedon血picts払右打OSS{urriC･ulardlemeS,buttheyareimplementedinthevarioussubj∝ts,丘om 血e

per甲∝tlVeSChBtraCteristicofthosesubjects,andinamamerrequiredbythepupil'sdevelopmentalpha駆.
Infm ulatingthecurriculum,crosslニurricularthemesaretobeincludedinthecoreandopbonalsubj∝tsandin
II
JOmteventsSudasassembaies,anda糟totX3manifestintheschoorsoperati皿alCultwe.

1 人間としての成長 Growthasaperason

2 文化的なアイデンティティーと国際主義 Cu暮turaHdentityandinternationa一ism

3 メディアの技能とコミュニケーション MediaskiHsandcommunication

4 参加する市民像と起業家精神 participatorycitizenshipandentrepreneurship

r参加する市民像 と海業家精神｣ の教科稗断テ-マの目標は,児童生徒が ｢凍 マな

参加者の観点から社食 を認識すること｣｢市民的な参加に必婁な能力を聞落 させ るこ

と｣r海業的な方法のための土台を作ること｣ を手伝 うことであるO

Thegoalsofthe"PardcipatorycidZenShipandEntrepreneurship'7cross-cqrrictllu也emewetohelpthepupil

perceive駅にiety&om也eviewpointsofdi飽和ntPlayers,todevelopdieCaP血ili由sneededfTorcivicinvolvement,
andtocreatea鮎皿d血qnforentrepreneurialmedlOds.

目的 oB泥CTfVES

児童生徒は,社食の機能性の見地から,学枚や役所,企業の世界,いろいろな組織

が ｢童賓であること｣ や ｢労働 していること｣ や ｢畢求 していること｣ を理解するよ

うになるo

児童生徒は,自分 自身の匪判的意見から,凍々なタイプの専門的知識 を形成するこ

とを学ぶ｡

児童生硬は,適切に参加 して,地域や学校の中で分担 されたことを積極的に学ぶ｡

児童生徒は,変化や不確実性,対立に直面 して,取 り扱 うことを学び,また,やる

気と進めてい くカの感覚 を鋳って行動 をす ることを学ぶ｡
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目標 を達成するために,児童生徒は,革新的に辛抱強 く行動 をし,自分 自身の個人

的な行動 と自分の行った影響 を評価することを学ぶ｡

児童生徒は勤労生活と海業家的活動 を知 るようになり,そして個人 と社食における

それらの重要性 を理解するようになる｡

Thepupilswillcometounderstzmd也eimprtance,workings,孤dneedsofdieSC･hoolcommtmi吋,thepublic
s∝tDr,thebusinessworldandorganizadons,&omdiePerSpeCdveof血efuncdonalityofsoci申 .

中核となる内容 coRECONTEm S

･学校,役所,企業の世界といろいろな組織の間の労働活動と分業についての基本的

怠情報

･共同体 と社食での民主政治の垂単性

･市民社食における参加 と影響 を与 えることの手段

･自分や世の中全体の福祉 を促進するネ ットワ-グ

自分の学枚 と身の周 りの環境の中で影響 を及ぼすように参加 し努力することや自分

の行動の影響力を評価すること

･海業家精神と社食の重要性,職業としての海業家の基本的な情報,職業生活の額介

basicinformadon血 ddieaCtiviblOf,ariddivisionofl血 urtxStWeen,aleSChoolcom tmi吋,thepublicsecbr,
血ebusinessworld,孤dorganizations

theimprtanceofdemocr拡yinthecommunityandsociety
variousmezmsofpardcipadonandinfhenceincivicsociety

netw血 gtopr伽110teme'soⅧ andgeneralwelfare

parddp血Ⅰ唱andexerhganinfh蝕Ceinone'sschoolandlivingenvim enもandevalu血ngtheimpactof
onetsactions

e細 野ml糾血ipBLnditsimp rtamcBtOSOCi吋 ,basicinformadononentrlePFenetmhipasav∝aBon,andgeぬng
anirltrodtlctiontoworkinglife

5 環境や福祉,持続可能な未来に対する責任

Responsibilityfortheenvironment,weH-being,andasustainab暮efuture

6 安全と交通 Sa触 yandtra用G

7 技術と個人 Technologyandtheindividual

(出典 :FM SH NAIONAL BOARD OF EDUCATⅠON. ''NATIONAL CORE CURRICULUM FOR

BASIC EDUCATⅠON 2004".Vam ah KiⅠjapainoOy,2004.)(フィンラン ドのコア .が )キュラムは,

英語訳が rFINNISHNAIONALBOARDOFEDUCATION｣か ら出ているo)
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･共同体 と社食での民主政治の垂単性

･市民社食における参加 と影響 を与 えることの手段

･自分や世の中全体の福祉 を促進するネ ットワ-グ

自分の学枚 と身の周 りの環境の中で影響 を及ぼすように参加 し努力することや自分

の行動の影響力を評価すること

･海業家精神と社食の重要性,職業としての海業家の基本的な情報,職業生活の額介

basicinformadon血 ddieaCtiviblOf,ariddivisionofl血 urtxStWeen,aleSChoolcom tmi吋,thepublicsecbr,
血ebusinessworld,孤dorganizations

theimprtanceofdemocr拡yinthecommunityandsociety
variousmezmsofpardcipadonandinfhenceincivicsociety

netw血 gtopr伽110teme'soⅧ andgeneralwelfare

parddp血Ⅰ唱andexerhganinfh蝕Ceinone'sschoolandlivingenvim enもandevalu血ngtheimpactof
onetsactions

e細 野ml糾血ipBLnditsimp rtamcBtOSOCi吋 ,basicinformadononentrlePFenetmhipasav∝aBon,andgeぬng
anirltrodtlctiontoworkinglife

5 環境や福祉,持続可能な未来に対する責任

Responsibilityfortheenvironment,weH-being,andasustainab暮efuture

6 安全と交通 Sa触 yandtra用G

7 技術と個人 Technologyandtheindividual

(出典 :FM SH NAIONAL BOARD OF EDUCATⅠON. ''NATIONAL CORE CURRICULUM FOR

BASIC EDUCATⅠON 2004".Vam ah KiⅠjapainoOy,2004.)(フィンラン ドのコア .が )キュラムは,

英語訳が rFINNISHNAIONALBOARDOFEDUCATION｣か ら出ているo)
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第2帝 フィンラン ドのコア ･カ リキュラムの境成

フィンランドの2004年数 コア ･カ リキュラム (資料2-2)は,第7章に登るまでに,

第 1車力卓flキュラム,第2章教育の規定の出発点,第3章指導の実施,第4章学習に対す

る一般的な援助,第5章帝都支援の必婁な児童生徒への指導,第6章文化埠を言語グルー

プの指導と窺き,第8章児童生徒の評価,第9章特利fcL'･教育の任務のとお iJの指導あるい

は特殊教育のシステムあるいは塙導へ と続いている｡

資料2-2
1カリキュラム CURRICULUM

1.I.カリキュラムの定式化 FomuladonofdleCurriculum

I.2.カリキュラムの内容 contmtof血ecurriculum

2教育の規定の出発点 sTARTINGPOINTSFORPROVISIONOFEDtJCATION

2.1一基礎教育の土台となる価値 underlyingvaluesofbasiceducadon

2.2_基礎教育の任務 Missionofbasiceducation
2_3.基礎教育の構造 structureofbasic･educadon
3指導の実施 IMPLEMENTATIONOFINSTRUCTION

3_i.学習の概念 Theconc甲血mOfleaming
3.2_学習環境 Leamingenvironment

3.3.作業的な文化 0perationaJculture

3.4.活動の方法 Wotking野pm血 _es
4学習に対する一般的な援助 GENERALSUPPORTFORSTUDIES

4.1.家と学校間の協力Coopm donbetweenhomeimdschool

4_2.学習計画 現.elmi gpl弧
4.3.上故学校と壕薫への指導の実施 provisionofeducadonal皿dvocadomlgui血 ce
4.4.補習的な教育 Rmedialteaching
4.5.兜童生徒の福祉 pupilwelfwe
4,6,クラブ活動 Oubadivities

5特潮支援を必要とする党童生徒への指導
INSTRUCTIONOFPUPILSNEEDINGSPECIALSUPPORT

5.i.支援の異なった様式 以私 犯tmOdespofsupport

5.2.定時制の特別支援教育 part-timespecial噸 dseducation
5.3.特別支援教育に登錬されたか移された児童生徒への指導

hlSh血 ofpupik印rOlledinortrazwferredinto轡 軸 dseducaBon

5.4,色別の敦青の計画 hdividualeducaltionalplan

5_5_活動エリアによっての指導の実施 恥 visionofinshdonbyaedvifya托a

6文牝的な言語グループの指導
INSTRUCTIONOFCULTURALANDLANGUAGEGROUPS

6_1.サミーTheSami

6.2.ロマニRomanies
6.3.手話ユーザー SignlBLnguageuSq S

6.4.移民 hmigrants

7学習目的と教育の中核となる内容
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LEARNINGOBJECTIVESANDCORECONTENTSOFEDUCATION

崇L:.i.統合的教科横断テナチInfeg血onandcrossICu,ricplarthemes
7.2,母国語と第2国語における学習

Studiesinmothertonguesandthesecondnadonall弧guage

7.3.母国語と文学 Mothqtongueandliterattwe

母国語としてのフィンランド語 Fimi血asthemothertongue

母国語としてのスウェーデン語 swedishasthemothertongue

母国語としてのサミー語 sami asthemodlertongue(Eatmigiella)

母国語としてのロマ二語 Romanyasthemothertongue

母国語としてのフィンランド語の手話 Fimi shsignlanguageasthemothertongue

他の母国語 0thermothertongue

第2言語としてのフィンランド語 Fimishぉasecondlanguage

第2言語としてのスウェーデン語 Swedishasasecondlanguage

サミー語を話す人のためのフィンランド語 FiImishfol･Sami一甲eakers
フィンランド語の手話のユーザーのためのフィンランド

Fimi shforusersofFimi shsignlanguage

フィンランド話の手話のユーザーのためのスウェーデン語

SwedishforusersofFinnishsignlanguage

7.4.第2国語 secondnationallanguage
スウェーデン語 Swe血血

フィンランド語 F血 i血

7.5.外国語 Foreignlanguages
7.6.数学 Madlemadcs

7.7.環境と自然科学 Environmental皿dnaturalstudies

7.8,生物と地理 Biologyandgeogrghy

7.9.物理と化学 physics皿dchemiS吋
7.10.健康教育 Healtheducadon

7.ll.宗教 Religion
ルター派 Lutheranism

ギリシャ正教 TbeOr也d(汰religion

他の宗教 othel･religion
7.12.6g Ethics

7.13.歴史 History

7.14.社会科 socialstudies

7.15.音楽 MtBic

7.16,図画 Visualarts

7.17.工作 cra氏S

7.18_体育 physicaleducadon

7.19.家政科 Homeeconomics

7.20.選択科目 Optionalsubjects

7.21.上級学校へと聴業への指導 Educadonal皿dv∝ationalguid皿Ce
8兜童生徒の評価 pUpILASSESSMENT

8.1.学習の形成的評価 Assessmentduring也ecourseofstudies
8.2.最終の評価 Finalassessment

8.3.証明書と報告 certificatesan dreports
9特別な教育の任務のとおりの指導あるいは特殊教育のシステムあるいは指導
INSTRUCTION IN ACCORDANCEⅥ TH A SPECIALEDUCATIONALTASK OR

SPECIALPEDAGOGICALSYSTEMORPRINCIPLE

9.1､国語の中に外国語を含める教育
ナ

instructioninaforelgnlanguageandlanguage-immersioninstructioninthenationdla喝uageS
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昌 …:票Ri言霊 監 窟 慧 慧 器 慧 慧 - ‡

毛虫典 :RW SH NAIONAL BOARD OF EDUCATION. "NATIONAL CORE CtjRRICULUM FOR

BASIC D tJCATION 2004".vam alanKidapainoQy.2004.)

第 3帝 フィンラン ドと日本の社食科

フ ィンラン ドの2004年鮫 と日本の2008早坂指導婁領の教科 を比べると,日本の小学校

では,国語 ･社会 ･算数 一理科 ･生活 ･音楽 ･図画工作 ･家庭 ･体育 一連徳 一 外国語活動

･総合鞄を学習の時間 ･帝都活動の授菜を行 うことになっている｡

帝に.社食弔詞連の数覇は.下のような相関関係であるe

【日本】

敢各科

(公民 ･地理 ･

家轟科

遺 徳

歴史)

【フィンラン ド】 資料2-3

S∝idstudies(7.14.)社倉科

Gwgraphy(7.8.)十Biology地理 +生物

History(7.13.)歴 史

Environmmtalstudies(7.7.)+Nabrdstudies環境 +自然科学

Rehgion(7.Ii.)宗教

E血ic亘7.12.)倫理

HomeO00nomics(7.19.)家政科

フィンラン ドの基礎学故 (7才- 15才)の社食科は,日本の中学校の社倉科 を含めて,

見比べねばならない ところもあるが,日本の小学枚社食科 と比べ,多種の教科 に分かれて

いる0 8本の社食科が細か く分かれていないのは,戦後作 られた新 しい教科 (社食科)で

あっt=ことに由束すると考えられるO戦後社食科は,歴史 (国史) を否定 しなければなら

ない暗い過去 をもち,全体主義から民主主義に国全体 を脱却するための垂婁な教科だった

からである缶 それ敦,初期の社各科は,r総合｣ 覇の形 をとり.民主主義の頭の建設 を鍵っ

てい く教科 として創設 されたのである｡
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第4醇 日本の初期社各科 と現代のフ ィンラン ドのア ン トレプ レナー シップ教 育の 目標

日本の南朝吐春希 とフ ィンラン ドのアン トレプ レナ- シップ教 育 とは,50年の穐た り

があるが,兵 に,その教育理念の源泉は,同 じところにあると考 えてい る¢以下 ,同 じと

ころや観てい るところに申 (骨の) を Lてみた0 日本の 1947版の社金一科の 目標 の文末に

rア)i,- rス)｣記号 を付 け∴その 目標 がフ ィンラン ドの 目標 の どれに相 当す るか を示

したO 資料2-4

日本 の 初 期 社 会 科 教 育 フィンランドのアントレプレナーシップ教育

1947(昭和22)年版学習指導要領 (試案)

社会科の自壊

社倉科の 目標 は,暫定的 ではあるが,

一応教 育の一般 目標 に基ず いて,次の よ

うに考 えられ るであろ うe小学校の六箇

年 に希 しては.各学年 ごとに. これに基
ず く学年の 目標 を示 し.中学に対 してほ,

各単元 ごとに,これに基ず く単元の 目標

を示す ことに したo教師は,よ くこれ ら

を週渡 し,その意味 を適確 に理 解す るよ

うに努め られたいo

1.生徒が,人間 としての自覚 を深 めて人
格 を発展 させ るよ うに導 き,社食連帯

性の意識 を強 めて,共同生活の進 歩に

景観す るとともに,礼儀 正 しい社食人

として行動す るよ うに導 くことO 鱗 盛観
婆き'芋3

2.生徒 に各種の社食 ,すなわ ち家庭 ･

学故及 び種 々の団体 について ,その構

成 員の役割 と軸互の依存関係 とを理解

させ , 自己の地位 と責任 とを自覚 させ

ること∴l:'t･･gl･1-:

3.杜食 生活 において事象 を合理的 に判

断す るとともに,社食の秩序 や法 を尊

重 して行動す る態度 を養い,更に政治

的 な詰 問頚 に対 Lて宣伝 の意味 を理解

し,自分 で種 々の情報_を集 めて.科学

時総合時 な自分の考 えを立て.正義 ･

公正 ･寛容 ･友愛の清神 をもって,共

同の福祉 を増進す る関心 と能力 とを発

展 させ ること｡禁養東漸凍衰議巣

4.生産 ･消費 ･交通 ･連騰 等の 自･然的

社金時条件 を理解 させ ること0

5.生徒 が 日常接触す る自然的並 びに社

食時環境 について,科学的に観察す る

''NATIONAL CORE CUR CULUM

FOR BASIC EDUCATION 2004''
4 参加する市民像と起業家清神

Participatorycitizenshipandentrepreneur

ship
｢参加す る市 民像 と起 業家清神｣ の教科

横断 テーマの 目標 は,児童生徒 が r様 々

な参加者の観点か ら社食 を認識す ること｣

｢市 民的 な参加に必婁 な能力 を開発 させ

るこ とJr海業的 な方法 の ための土 台 を
作 ること｣ を手伝 うことである｡ ア)

目的
児童生徒は,社食の境能軽の見地か ら.

学枚や役所 ,企業の世 界,い ろい ろな組

織 が ｢垂賓 であること｣ や r労働 してい

ること｣ や ｢婁求 してい ること｣ を理解

す るようになるo イさ

児童生徒 は,自分 自身の離判的意見 か

ら,様 マなタイプの専門的知識 を形成す

ることを学ぶO郎

児童生徒 は,適切 に参如 して,地域や

学枚 の中で分担 された ことを轟麺的 に学
ゝ や エ)
､Jヽo

児童 生徒 は,変化や不確 実性 ,対立 に

直面 して,取 り扱 うことを学 び, また,

や る気 と進めてい くカの感覚 を蒋 って行

動 をす ることを学ぶo郎

目標 を達成す るために,児童生徒 は,

革新的に辛抱強 く行動 をし,自分 自身の個
人的 な行動 と自分 の行 った影響 を評価す

ることを学､;ごoカ)

児童生徒 は勤労生活 と轟 貴家的活動 を

知 るよ うにな i),そ して個人 と社食 にお

け るそれ らの垂婁性 を理解す るよ うにな
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能力を養 うこと｡

6.せ 界の 自然的環境及 び文化 は.地域

によって さまざまに異な るものである

こと,並 びに各地の人間生活は,その

文化的条件の もとに 自然 に適応 しなが

ら営まれていることを理解 させ ること｡

7.各地域 ･各階層 ･各職域の人 々の生

活の特 質を理解 させ ,国内融和 と国際

親書に貫畝する貴地 を養 うこと｡イ')や}･

8.各地の資源 ･自然美及 び人工美の価

値 を知 って,これを愛護す るとともに.

進んで これ を聞落 し,創造 す る能力 を

養 うこと｡

9.社食生活が常に勢展す るものである

ことを知 8),過去の事績 を背景 と して

現代の特 質 を理解 し,将束の方向 を見

わたす能力 を養 うことo 諌?'':き､

10.各種の覇業についてその社食 生活に

対す る意義 を十分理解 し,他人の職 業

を尊重す る態度 を強め, 自己の職 業の

選次 を正 しく行い,能率の高い職 業活

動のできる能力を養 うこと｡ 里 単離

ll.社食 生活におけ る勤労の価値 を理解
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し,資料 を集め∴記録 ･地図 ･写真統
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す る能力 を養 うこと｡

る｡ キ)

中核となる内容

･学校 ,役所 .企 業の世界 といろいろな

組織の間の労働活動 と分 業についての

基本的な情報グ)
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･自分の学枚 と身の周 りの環境の中で影
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･起 業家精神 と社食の重要性 ,磯 業 と し
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の額介ス)

(第2章第 1節か ら希掲)

このように,アン トレプ レナー シップ教育 とい う,一見簸 られたテーマの学習であるが,

アン トレプ レナーシップ教育は, 日本の初期小学校社会科が 目指 していた ものに近い と考

えてい るC 次章では.実際の取組 を比較 しながら.分析 してい くこととす るC
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第3章 フィンランドのアントレプレナーシップ教育と

日本の1947年版小学校指導要領 (試案)の実践例

第 1韓 フ すンラン ドのアン トレプレナーシップ教育の実践例

日 )Lyseom お肌枚,へ イノラ (基礎学校 7-9年)の実践例

下は, フ･.iンラン ド語のホ-ムページを筆者が翻訳 したものである｡

Ly紺 地 氾校,-イノラ 資料3-1
t 1999J-2002年に行われたアン トレプレナ-シップ教育プロジェグ ト

プロジェク トの目時は.取 り巻いている社食 を教育するためであi,3,今日的なビジ

ネス生活に慣れさせるためであるO 同 じように,このプロジェク トは,生徒たちが企

業の叡尊条件 (自分 を思い通 さ)に運ぶ カ,勤勉 であ る こと,正直であること,

hyv敦甲奴汎 d蝕)を sisSist畠siv融 する現実を狙 ってい るo さらに,このプロジェク ト

は,苧枚 と地域 との ビジネス協力が続 く方法 を探究するように計画された母アン トレ

プレナーシップ教育プロジェク トで,ビジネスと市が対等になる7-才ンラン ドの地方

自治体の受渡の一部である¢

1999早春 . ?卑生のグラスに.酪農する海業家教官のグラスを搾ることを決めま

した｡下級生には東泉に行われるクラスとして.興味 を持った生徒には,別のグラス

のなかで,報告されました怨 グラスは 60人の生徒から 11人の少辛と 11人の少女 を

選びまLi:= 金 学枚や親たちの ビジネスの背景の中に,生徒たちの今までの成功は確認

されていませんO

･パー トナー

ビジネス教師.カリキュラム管理者,歴史と社食科教師.夜長で導かれたプロジュ

グ ト⑳ ビジネス教師は,仕事 をするグラスの管理者O教師たちは,朝練の日マによっ

て組織化きれたい くっかの生活共同体に参加 しましたo歴史と社食科の教師は,アン

トレプ iRナ-シップ教育の星のような教具訓練によって組織化 きれた 坤koに関係
していました8 また,仕事は,-イノラの親切なyri呼ksiaに閏嬢 していました缶 へ イ
ノラ市の elink血 oasimi esは与獲得 ビジネスを後援するのを助けまL.たs さもなけれ

ば, di血 oasiamiG は,プロジェク トに関係 していませんで LたO これらのほかに,

親たちは,夜に活賂な投 を演 じましたO

･グラス間の海業家教育のアクション7

第7学年はIデザインの学生の間に.実施 されま した0線浸 してもらっている企業吋

Yli孤独 感inen vanhmpainilta(超過の親の晩)竹と打ち合わせをし,森藤親行で組織化 き
れ後渡 してもらっているビジネス竹sdl琵umanWoodin" をすべて涛間 し .資金の研究
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を したO 市塙 の貴 さ)出 し,組合 を祝 ってい る食社 の こどもたちの ク リスマス金 を後援

してい るク リスマス公演｡

tグラス間の喪貴家教育のアクション8

第8学年 は , valimai血 ssi(lvt)の若い起 業家たちの間に,実施 されま した｡ テ ト

週間の後媛会社 であ3/ Yl主m55rainen vanhempainilta(超過の親の晩)n, 苧枚 を保輯す

る た め の キ オ ス ･?,後 援 した もら って い る各 社 で あ りフ ァ ン ドの ''Jyvaskyl馳

P甘um鮒 滋IleDに参加｡ 市場 の売 手,l出 し,組合 を窺 ってい る会社 の こどもた ちの ク リ

スマ ス金 を後媛 しているク リスマス公演o

tグラス間の起業家教育のアクション9

第9学年 は , V血 ai血 ssi (lvt)の若い起業家たちの間に,実施 されま したo資金

を集 め るの ために後渡 して もらってい る合社 の プ レゼ ンテー シ ョンをす る生徒 や"

YlimaarSinenvanh斑npainilta(超過の親の晩)竹呑吐 のプ レゼ ンテ- ションによって作 ら
れた生徒o市場の売 り出 し,組合 を祝 ってい る会社 の こどもたちのク リスマス合 を後

媛 してい るク リスマス公演 ,2002年 5月に''sahlytumauksen"コ- ヒ一組合 ,ア- ラ

ン トとス トックホルムへの翁 査鈍行｡資金覇連 ために学生が成立 した鴻 査線行 (大 多

敬),(oppihittain か らさまざまな)生徒 自身の貢献 ,交付金 Koulutuslautaktm 弧 と

学故 の財政貴畝 (尿険 とバス親行)0

Lyseonm毒enkouJu,HEINOLA

Ydttajyyskasvatusbankevuosina1999-2002
Projekdntavoitteenaolilahent由 kouluaym puoIVa弧 yhtei血 nta孤 JatutuSbttzLaOPPilBLat

●●■●■●●●● ●

町柳 馳 yritysel融n執 .Proj鹿tillapyritdin myassiihen, ettAoppilaatsi盛istaisiv融
■

yrittajyydenVaatimukset:oma-aloitteisuuden,ahkeruuden,rehelli野ydenjahyvBtapzusuuden.

Lis鉦sipmjekh tarkoituksenaolietsi盈keinoja,joillakouhm jal姐ialuem yritysten

yhteis血 軸は VOimisiin projek血 jilkeenjatkaa.Hankekuuluu Suom蝕 Kuntaliiton

kwrdinoimw Yrittajyysjaktmat-yrittajyyskasvatushankkeese臥

Kev魂 は 1999kodtltmPaatetdin perust姐 yrittajyyskasvatuslt10kka,7Y-】tlOkkaAla-asteen

oppilaita informoidintulevastaluokastaJahall止kaatoppilaatilmoittaumivaterillisella
■

lomakkedla.Luokallepyrki60oppilasta,joistavalitdin11poikaaja11tyt的乱叫pilaid孤
aimp狙 kouhlmerleStyStataivanhempienyritystaustaaeikartoitettu.

Yhteistyatahot
● ● 一■● 一■ ■ ●

Proj血 Vetajin畠toimivatkaupallisten aineiden opettaJa,OPmtO-Ohja句a,historian Ja

yhtei血mtaopin opettaja ja rehtori.Kaupallisten aineiden opettaja t血 i samalla

l血 Ⅳalvoj弧a.Q ttajatosallistuivatjoillekinknntainliitonjarjestamillekoulutusp鮎ville.
I I + I"I

Historian ja yhteiskuntaopln OPettaJa Oli mukana OPEKO:n jarjeStam鮎S急

YdttajyyskasvatuksenT弘也opet喝a-kouhltuksessa.To血 assali政 simukmaH血olalaisia
■

yrityksia_H血ol孤 kaupmginelinkeinoasiamiesauttoiknmi yrib,stemhankinnassa_M血触
eli血 oasiamieseiollutprojekdssamdkana.Naiden lis鉦sioppdaidm vanhem at

osallistuivatak6viscstivanhempainiltoihin.

Ydttajyyskasvatusto･iminta7.hok弧 aik孤a:

7.luok弧 aik弧 a tOt糾･tettiin Suunnittelu oppilaiden kanssa, Suunnittelupalaveri
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knnd yriiystenk弧SSa,Ylim温むahenvanhempainilta,Vierailutkaikissa knmmiyrityksiss畠,
SdlauⅡはn W∝血 j軸esth amets&etkisek畠RahankeraysopintoretkeaⅥぬ :torimyyntL,■
pikkujouh由intymisetkumi yrityksenlastenpikknjoulujuhl皿 j軸estjnh in

Ydttajyydasvahstoinh ta8.hokanaikna:

8.1血 m aikima tOteuteぬin Nt10ri yrittaj畠 一 Valimaiskwssi (lv琉 Y姐 溢nen

vanh印軸 qpilai血 ylim独滋nentot-viikkoknnmi yrityksissa,ぬo血 pitjminen

koduna,Osanistumin蝕 Jyv血走yl血 Putmessuilleknmi yrityksenknssasekA地血ank嘩 S:

todw ti,pikktljoduesiintymi setknmi yrityksenlastenpikkujoulujuhlanj軸e血 en

Yrittajyygkasv血stoiminb 9.hokan aikana:
9.h10kzmaikimatOtetttetdh NtlQriyrittaj畠-Ⅵ血maisktwssi(lvt),Qppilai血 tekem急h10kan

esittdykud yrityksille,Oppilaidentekem釦 yritysesittelyt,YlimjarShm vanhempainilta,

R血ankerBys:torimyyTLti,knmi yrityksen lasten pikkujoulujuhlan jbjest由ninen,

hmmiyrityksen sAhlytumauksen kahvituksen jarjestaminen ja lop止si Qpintoretki

Akv印璽!盛 kjaT止血血na皿 tOukokn ussa2002.0pintoFetkenrahoittBkoosmi qpilaideA

yhdessa細 mお臨 rAoituksesta (suurin osa),Pppilai血 omasta rAoitusosutldesta
(vaihtdiqppilaittain),Kod血 shutakum弧 m Stuksesta se】姐 Ko血 rahoibsosuudesta

(V血税ぬ血駆tjahja-adomatkat)

(出展 :http://www .edu.fl/SubPage.asp?path-498,1329,17908,17911,21602,21618,22477)

(2)KadaEjjrviでの海業家教育の実践例

資料3-2

Ka血 癖 rviは,かな書き多くの企業のある村ですQ私たちは,児童生徒が泉が何 をし
ているかを知 るべきであると患いま したoそこで,私たち,1993草に轟業家教育 を

庵めたのですo

Kadajjrviisaviuage,wherearequitealotmterprises.We血ought血at押由lsshoddknow
whattheirpim ntSdo.Sowestartedenterpnseeduc壬由onin1993.

-

最初に,私たちは合致 を訪問 して,インタピュ-をして,エ ッセーを書いて,そし

て,小 さい新聞を作 りましたo韓に第 5学年 と第 6学年のグラスで,この間,私たち

は繰.i"!壊 して同 じことをLま したQ数年間,児童生徒は,これらの各社でい くっかの

実際時を覇練 を行っていますo

Athstwevisited叩 机はS,made･interviews,wroteessays弧dmadelittlemeWSPgerS.
･●

､■ ●
Duringtheseyeam wehavedotledieSameagam andag融皿,Pardculadyindie5.弧d6.

Classes.h somey耶 0W PtIPils壬はVehadsomekindofpraCticd 如 血i喝 indleSe
I

COmPZmi6･

次に,私がどのように学校 と全集の間の協力を始めたかですO私たちは,地元の店

(例 えば,広告やグリスマスの即興的潰捜) と共に,ペ-パ-ワイヤ一 日 つのグラ
スのための中線の金社) を作 る工場 を ｢也o地方銀行｣(もう1つのグラスのための
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-
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神様の会社) と協 力を しま した｡ 私 たちの原則は,協力 を して雨グループが利益 を得

ることです｡学枚 が何か を Lた IJj,食社 に支払 った りす ることは必ず Lも (たった一

つの)正 しい方法 ではあ りませんO他方,私 たちは,同様 に垂賓であ ることですが,

この間膝がで きる限 り長 く緯線 Lてほ しい と考 えています｡ お互いの油井 を知 ってい

る両者が,協力が よ り深 くなることですo

Thisishowwehavestartedcooperationbetweentheschool弧deTlte巧汀lSeS.Wehavemade
●

cooper血 withdlelocal血op(forexampleadverdsementsandChristmashappening), with
fzKtOfydlatmakespaperwire(Ⅵlegodcompanyforoneclass)andwidltholocalbank(Ⅵle

godcompimyfor姐Otherclass).Ourprincipleincooperadonisthatbothpardeswillgainby
iHtisnotnecessarilythe(otlly)rightwaythattheschooldoessometh血g弧ddieCOmP弧y

paysforit.Ontheotherhzmdwethink,thatit'salsoimport孤tthatrel如ionshipslastaslong
aspossible.Bothsidesgettoleaneachotherswell,cooperadongettsdeeper.

同時に.か Jキ ュラムの改革 をしま したoLapua で,私 たちは Lapua モデル を作
ijま した :すべての学枚 は,国のカ リキ ュラムに基づいて,自分 たち独 自のカ リキ ュ

ラム を作成 しましたO 教 育秦 賞金はすべての学校 に輪郭 を書 くよ うに期待 Lまし,た o
私 たちは,私 たちのカ リキ ュラムに属す る起業家の精神が何か を教 えま したが,当時

私 たちは海業家教育 をとて も具体的 な方法 を見 ま した｡

At也eszme也meGamethecurriculumrefom.hLapuawemadetheLapuamodel:every

schoolmadeits'owncurriculWnbasedonnationalcurriCulwngrounds.Theeducadonbo野d

expectedeveryschooltoprofile.Wetaughtthatthespiritofenterprisewassomething,that
beloI唱S血otu･cuTTiculum,although 血dl0Sedayswesawent叩 iseeducadonquitecolluete

Waly･

Kauhajarviは鈍巷 の村です｡10年前 には Kauhajarviに約 40の親奄織物工場があ り
ま したo 今では,約 20が残 ってい ます . 私たちは繊巷の企業に集中 させ ることに決

めま したO 私 たちの児童生徒 は,これ らの企業 を訪 問 して,どのよ うに してエ菓均に

観巻 を作っているか を見学 し,起業家たちは,その仕事について児童生徒.に話 しま し
た｡ 私 たちは織機 を錯 卓上 始 めに数人 の織工の母親が.教 師ために,磯織 辛目二ついて

の基本喝なことを考 えま した｡ その後 に,私 たちは児童生徒 と一緒に観篭の機織 りを

始 めま Lた｡1993年か らす べ ての少女 と少年が 自分 自身のために,少 しずっ親巷 を

磯純 音1しま した｡ 今,織機が喰 卓上 私 たちはお金 を集め幾 めま した｡

Kか血aj叡viisavdl喝ewithcarpets.Tenye鮮SagO也erewereabout40carpetteXdlemillsin

K凱血aj肝Vi.Nowthereareabout20le允.Wedecidedtoconcentrateinc印 tmte叩rlSeS.
I

Otwp叩ilsvisited theseenterpnses,saw how they madecarpetsin血sdally 弧d
■

entFqrme肝Stoldpupilsabouttheirwork.Webo汀OWedlooms皿dat血stsomeweavq

mo也ersthoughtthebasicdlhgsaboutweavingtoteacher.A鮎rthatwestartedcarpet●
weavmgwithpupils.Since1993everygirlandboyhaswovenalittlecazpetforhisorher

own_Nowwea陀COllectingmoneytobayourownlooms_

さらに,私 たちが どのよ うに始めたかです｡ 私 たちは正 しい方法 を兄いだそ うと し

ま したむ それから,私 たち教師が もっと多 くの起 業家教 育についての情報 を必要 とす

る状況 にな りました｡バ-サ大学は教師の ために教育 を整理 し,私 たちはみな この コ-
スに参加 しま したo それは とて も良い ことで した｡我々は一緒に ｢宿題｣ を作 り,大

いに議論 し. 自分 自身の仕事 に反映 しま した｡ 私 たちは自分 たちのチームを通 して.
海業家教.骨 を研究 し始 めましたO私 たちは自分 たちが研究 した もの を私 たちや私 たち

のチームに適用 しよ うとしま した｡軸遠点に対 して私 たちの寛容であ ることは,他の
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さらに,私 たちが どのよ うに始めたかです｡ 私 たちは正 しい方法 を兄いだそ うと し

ま したむ それから,私 たち教師が もっと多 くの起 業家教 育についての情報 を必要 とす

る状況 にな りました｡バ-サ大学は教師の ために教育 を整理 し,私 たちはみな この コ-
スに参加 しま したo それは とて も良い ことで した｡我々は一緒に ｢宿題｣ を作 り,大

いに議論 し. 自分 自身の仕事 に反映 しま した｡ 私 たちは自分 たちのチームを通 して.
海業家教.骨 を研究 し始 めましたO私 たちは自分 たちが研究 した もの を私 たちや私 たち

のチームに適用 しよ うとしま した｡軸遠点に対 して私 たちの寛容であ ることは,他の
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者や一緒に計画 を立てている者の理解 ,共通のプロ ジェク トの理解,共通の反映の理

解 を同様 に増 してい きます｡私 たちはそれぞれさらに他の者 を利激 し.お互いに成功

を示 Lま したQ 患局,働 くことの雰囲気がよ t,)良 くな りま したo これ らすべ てが学故

でで きる海業家教育に関 Lて強い基盤 を与 えま したvn

Thiswashowwestarted.Webledtofindtherightway.Thencame也esituadon,thatwe

teachersneededmoreinfomadonabouterlterpriseeducation.TheuniversityofVaasa

uTangededucationforteachersandwealltookpartinsuchcourses･Thatwasaverygood
thing.Wemade一一homework一一together,wediscussedalot,wered.ectedourownworkan so
on･Westarted也studyen紐rpriseeduc由ionthrough ourownteam Wetriedtoa･pplythe

thingswestudiedtous,toourteam.Ourtolerancefordissimilarity growaswellas

understzmdingofo也ers,plammgtogether,com onprojectsandcommonreflectmg.We
● ●

spurredeachothqsmore孤dwe血owedoursuccesstoeachothers.Anda丑eral1血e

workingclimategotbetter.Thisallgaveastronggrotmdontheente甲lSeeducati-onotq
●

schoolgives.

1997J- 98に,Lapua の22の学故 と同様 に,私 たちは,ひまわ りプロジェク ト
(Vaasa大学)に参加 しま したQ

Ⅰ皿1997-98wetookpartinSun丑owerproject(TheuniversityofV狙 Sa)as22schoolsin

Lapuadid.

私 たちの仕草 は起 業家教 育の ために新 しい教授 モ デル と選 対 を見いたす ことで し

たQ スダ- 卜のために,私 たちは,私 たちがすでに実行す るすべての海業家清神 を表

に しま した :神線の児童生徒 ,食堂での手伝 い,物 を売 ること,キオスクを韓 ってい

ることな どQ私{=ちはすでに多 くの ことを実行 してい ることに気付 きま した｡ 私 た

ちの 自尊心 がよ り育 ち,異なった何 か を試 してみ るす る多 くの勇気 を得 ま した｡ ひま

わ ijの中の私 たちのテ-マは,自尊心 をよ り大 きくす る経験 にな i)ま した｡ 目標 は,

あらゆる種類 の海業家精神の土壌である,温 か くて安全 な雰囲気 を創造することで し

たO私 たちは,児童生徒が社会上心理上の リスク をもっ よ うな雰囲気や他の者へ新考

案 を示 し挑戦す るよ うな雰囲気 を作 ろ うとす ることです｡

Otwjobwasto血dnewteachingmodelsandmaterialsforenteq?riseeducadon.Forstart

welisteddItheat･erprisingthingswealreadydo:godpupils,helpinginlunchroom,■
sellingthings, havingakioskandsoon.Wenoticedt-hatwedoalotaheady.0W
self-esteemgotbett肝 andwegotmorecouragetot町 OnSOmethingdifferentOtLrtheme

in取esⅦ盛owerwasThfOugh也eexperiencestothebetterselfesteem.Thegoalwasto●●
createawarmandsafeclimatethat･isagroundforallkindofenterpnslng.Theclimate

isstillveryimportzmtforus.Itisactuallythebasicthing.Webytocreateasuchkindof

climate也atpupilshaveacouragetotakesocial andpsychologiCalriSksandthatthey
daretoshowtheirinnovadonstoothers.

少 しずっ轟貴家教 官は私たちのすべてのために重要な もの を蔑作 Lますs私たちの

カ l.Jキ ュラムでの中心的の考 えは :連取的に 良い生活に向か うこと｡ 最速では.み

んなのために何 をす るかが海 業家教 育の基本です｡我々はいつ もプロジェク トを しま

せん, しか し ,それが可 能であるとき,私 たちは 日常生活で起業家精神の見地 に気付

こうとしますO私 たちは.児童生徒 に創造的で,海業家清神 に富み.自分 自身で動機
付けする.貴任 をもっよ う,輿励 しますo私 たちは,彼 らに リスクを冒 し,最尊 を尽

くす よう励 ま します｡ もし私 たちが磯合 を得 るな ら, もちろん税金や利益な ども教 え
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ます｡

LittlebylittletheenterpnslngeducEdongameimportntthingforallofus.Themain
●●

ideainourcurdculum is:Enterprisinglytowardsgoodlife.Nowadaysenterprise

e血cadonisthebasicforallwhatwedo.Wedonftdoprojectsauthetime,butwetrytoI) +
noticeenteq)rlSlngPOlntOfviewineverydaylifTewheneveritispossible.Weencourage

pupilstobecreative,enterprlSlng,Self-motivatedandresponsible.Weencoufagethemto
●I

takerisksandtogetth血gsdone.Ifwegetachance,ofcourseweteachwhataretaxes,

whatispro,Btandsoon.

尊卑,私 たちはテ-マ を我 々の海業家教 育のために選 びますo 以下のテーマがあ り

ます｡

1)何がで きるか を示す ことを学ぶ方法

2)試みて ください｡あなたはあなたができることに気付 きます !

3) あなたができるマーケテ ィング

4)仕草の賓., それは何 を意味するか ?

5)過去 に麺業家清神に富んだ生活があ E)ま LたO 私 たちは過去か ら何 を学ぶ ことが

でるか ?

学枚 で学ぶ間に,私たちはテーマの下で,よ り大 きいか,あるいはよ り小 さいプロジェ

ク トを行いますQ私たちは,大 きい (期間の長い)共通のプロジェク トもあ ります し,

しば し.ば,私 たちのクラスの同 じように,よ さ)小 さい (期間の短い)プロジェク トも

あ さ]ますO

EveryyearwechooseathemefTorowenterpnseedtlCation､Therehasbe孤-SuChthemes
●

asi)Howtolean toshowwhatyoucan?2)Try-younodcethatyoucan!3)

Marketingwhatyoucan4)沌equalityofwork-whatdoesthatmean?5)Therehas

beeneflterPnSmglifebefore-Wh atcanwelean&omthepast?Dllnngtheschoolyear
●● .1l●■ヽI■ヽ I-･-･t I ■■l■ .I _∧A ●

wehavebiggq orsmall肝PrOjeCtSunderthe也eme.Wemayhaveabigcommonproject,
buto触 wehavealsosmalleronesofourownclasses.

い くつかの毎 日の例

･一人であ った 卓上 みんな一緒での,｢カラオケ｣ で歌 うこと｡教師は.あ ま さ.3上手
な歌手ではないけれ ども,歌 うことを約束 したとき,社食的 リスクを負いま した｡

彼 は,児童生徒のためにとて も良い例 で したo 彼 は勇気 を韓 っていま Lたo 彼の後

に管が同 じことをしま した,そ して,戟 ,?はすべて楽 しみ,お もしろ くな りま したO

･新考案に気付 くことO児童生徒は,毎 日かな i)のた くさL･Lを新考案 をします.教師

が,それらに気付 くことはとて も重要です0 2人の少年が,コンピュータでフ ォー

ミュラ レ-スを拝戒 していま Lた｡ 教師 は,その ことに気付いた 卓上 ほかの児童生

徒が新 しく手に入 れたものに気付いた t.]Lま した｡
･実行 しま しょうQ あるクラスがクラスのお祝いの食 を手配す ることを営み ま した｡

かな を)しぼ Lば.児童生徒は何か をす ることを望 みます｡彼 らは考 えをもち.彼 ら

は,そのために教師が何か をす るを待 ちます｡教師は生徒のために場所 を最供すべ

きです｡少年少女 は手伝 えますが,実行す ることを許 されません｡

･｢なぜ｣ ではない｡ 人 よ,なぜであって くだ さい｡ 或み るの を避けるイエ スであ り
なきい,人 よo

Someeverydayexamples:

ISinglng"karaoke"together,alone.Theteachertookasocialriskwhenhepromisedto
+

singalthoughheisnotaverygoodsinger.Hewasanverygoodexampleforthepupils.
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Hehadcotmgetodothat.A洗erhimeveryonedidthesame,andweallenjoyedandhad
fun.

･N(由cinganinnovation.Thepupilsmakequitealotinnovationsdaily,It'svery

j皿POrtantthattheteacherJIOticethem.Twoboyshadcreateda払mularaceby

comptlter.TeachernoticedthatandotherptlPilsgotanewcame.

IGetthingsdone.Oneclasswad･edtoarrangeclasscelebr舶ion.Quite血 pupils

wouldliketodosome也ing.Theyhaveanideaandtheywaitfwteachqtodosometh血g

forth孤.7beteachershouldgiveSPaCefTorthepupils.Heorshecan helpbutisnot
allowedtodo.

IBeawhynot-person!Tryavoidtobeayesbut-person!

い くつかの大 きい (期間の長い)プロジェク ト:

･ひまわ を.1プロジェク ト｡ 私 たちは例 えば私 たちがろうそ くで作 った異なった物 を試

み るために,プロジェク トの 日々の経験 を構成 し直 し,私たちほ夕食 とダンスの大 き

な祝いの金 を構成 し直 し.,私 たちは- イキングツアー をし,私たちは高校生 と一緒に

活動 し,私たちは大 きい鴇止めに色 を塗 り,私たちは問題 を解決 してい きま し たo
･フ ィンラン ドのオーク-プロジェク ト｡私 たちは,繊巷 を作 る青い方法 についての

情報 を集めま Lた｡ 私たちは俳優 を招待 L,私 たちヒ一緒に演劇 を作 る監督

Kds血aHtm erintaがこれらの情報 を基礎づけまLたO 親たちが このプロジュグ ト

に参加 Lま したO このプロジェク トは博物館 と-緒に構成 し直されま したO

･情報捜衝プロジェク トとしての教育の聖職者の任務の下の曹玉プロジェク ト｡

私たちは芸術 とADPを一緒に鈷合 させたo 私たちは兵術展(児童生徒 と村人か らの

絵画 と手工芸) を手配 しま した｡ すべての仕草はデジタルの写真 をとり,これらの

写真はカ レンダーで使われま したo私たちは会社が私 たちと共にこのプロジェク ト

に加わることを期待 します ｡ このプロジェク トの間に私たちは ADPのために教室

を手に入れ,情報捜術の捜能は,今改藩す ることがよ さ,)容易になっていますC

Somebigprojects:
●

IStm丑ower-proj∝t.Wearrangedexperiences,project-daysfortryingdiffTerentthingsfor●
examplewemadecandles,weam gedabigcelebrationwithdinneranddancing,We

madehikingtotw,weactedwithseniorhigh schoolstudents,wepaintedbigchocksand

weresolvedproblems.

IFinnishOak-project,Wecollectedinformadonaboutourvillage,aboutoldwaystodo
I

carpets.Weinvitedan actoranddirector, KrisdinaHtm erinta,tocreateaplaywithus

basedontheseinformadomParentstookpartindlisproject.Thisprojectwasarranged
withmus孤n.

･Snowball-proj∝tunderMinistryofEducadonwasaninformadontechnology-proj∝t･

Web弧dedartan ADPtogether.Wearrangedan artexhibition(paintingsandhandworks

舟ompupilsandvillagers).Allworkswerephotographdigitalandthephotosareusedin

calendar.Weexp∝tcompaniestoJoinuSinthisproject.Dunngthisproj∝t･Wegota
II

classrwmforADP弧.dinfomationte血 ologyskillsarenoweasiertoimprove_

私 たちは海業家清神教育は,学枚において 日常生活の一部 であると思います｡児童生

徒が実行 し,考 え,決定 し,リスクを冒 し,作 り出 し,物 を手に入れるなら,プロジェ

ク トは何で もできます｡海業家教育 とビジネスを考慮に入れるプロジェク トは,かな

iJ簡単なプロジェク トです｡小学枚には,プロジェク トのための多 くの時間がな くI

需要 さえあ 手]ません.

Wethi止 血atmterpnseeducadonisapartofeverydaylifeinschool.ThepmjeCtCanbe
■
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whateverifthepupilsaretheoneswhodo,whothink,whodecide,whotakerisks,who●
crate,whoget也ethingsdone弧dsoon.ThoseprojectsWhichconsid肝飢trqrmem
andbtlSinessareqlllteSmallones.InpnmaryschooltheFeisn'tmuchtimeorevenneed

●

forthem_

(出典 :EnterpnseeducationinKauhajarvi)
●

(3)Kauhajarviでみられるフ ィンラン ド型アン トレプ レナ-シップ教育の選対 と理念

【発着や単元】

･食堂の手伝い

･物 を売ること

･キオスクの運_管

･カラオケ

･コンピュータ ･ゲームを作 ること

･お祝いの呑

【キーr7- ド】

･温かい安全な雰囲気

･連取時に良い生活に向か うこと

･みんなのために何 をするのか

【理念】

･｢ひまわ りプロジェク ト｣(長期間)
ろうそ く作 り,夕食 とダンスの金,

- イキングツアー

･｢オーク･プロジェク ト｣(長期間)
演劇

･r曹玉プロジェク ト｣(長期間)

美術展 を開 く,

デジタルの写真でカ レンダー搾 り

･実行する

t考える

･決定する

･リスクを冒す

･作 り出す

･物 を手に入れる

･何ができるかを学ぶ｡方法論 o

･あなたができることに気付 く｡や ってみる (試行)0

･マ-ケテ _1,ングO調査O

･何 を意味するか｡高い仕事の賓｡

･過去から学ぶo教訓o

Kauhaj敵vi のアン トレプレナ-シップ教育は,プロジェク ト型 ･活動型の学習であ り,

その中で,r凍･!?な参加者の観点から社食 を親識することjr市民的な参加に必婁な能力

を開落させることjr海業的な方法のための土台を作 ること｣ を手伝 ってい くのである｡
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第2帝 フ ィンラン ドの指導婁領にみる各教科などの配当時間

フィンランドの統合的教科横断テーマの配当時間は,表 3-1からは見あたらない｡学

校独白で決められる自由裁量の時間であるようである｡ここでは,第8学年をみてい くO

基礎教育での授業の新 しい配当時間 Ilnewdistributionoflessonhoursinbasiceduq由on'l表3-1

Subj∝t教科 ･巨 3 巨 5 6 7 回 9 Total

Moth肝tOngue皿dLiterature母国語と文学 14 14 3or4 14 42

A-1弧guage第 1言語 8 2 8 16

B-language第2言語 6 6

Ma血ematics数学 6 12 3or4 14 32

Envirow entalstudies Environmental 33or42 1 773 31

環境哉査 and

Biologyandgeography naturalstudies

生物学と地理Physicsandchemistry物理学と化学Healdleducadon健康教育 9

ReligiOnoredlics宗教あるいは倫理学 6 1 5 ll

HistoTyandsocialstudies歴史と社会科 31or2 7 10

Music音楽 TdS,Crafts, 4- 1 3～1 4～ 56
Visualarts図画 :dhuycs;Fon 4-

Cra丘Sエイ乍PhysicaleducaBon体育 26 4 ～8～ 301or27～2 10～

Homeeconomics家庭科 3 3

E血C血onalandVocadonalgi血 ce上級教育と職業-の指導の実施 2 2

叫donalsbj∝ts選釈教科 (13) 13

Thepupil'smhim imOuntOflessons児童生徒の最低時間総計数 19 19 23 23 24 24 30 30 30 222

Vol叫 A-language任意の第 1言語 (6) (6) (12)

(出典 :Fimi shNationalBo打dofEducation ISBN952113-2081-8)

フィンラン ドの

年間最低授業時間数 (38週)

第 1学年 ･第2学年722時間(1年850時間･2年910時間)

第3学年 t第4学年 874時間(3年945時間-4年980時間)

第5学年 ･第6学年912時間(5年6年980時間)

( )の値は日本の授業時間数 第7学年 ･第8学年 t第9学年 1140時間(中学1015時間)
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フ ィンラン ドの基礎学枚 1--6年の週学習時間は,日本 (35週計算) と比べ ると,や

や少ない0第 1学卑 ･第2学年は,週 19時間 (日本 第 1学年約 25時間,第 2学年 26

時間)以上で,第3学年 ･第4学年は,週 23時間 (日本 第3学年27時間,第4学年28

時間),第5学年 -第8学年は,週 24時間 (日本 第 516学年 28時間)である｡ しか し

なが ら,基礎学枚第7-第9学年は,週 30時間 (日本 中学枚各学年 29時間) とわずか

なが ら日本よ り時間数が多い0 日本の小学枚段階の年令では,フ ィンラン ドはゆ とt)のあ

る授業時間 を観んでいるといえる｡

さらに,第6学年で両国を詳 しく比較 してみ ると,

【日本】

国語 175時間

タト国語活動 35時間

算数 175時間

理科 105時間

社食 105時間

音楽 50時間

図画工作 50時間

体育 50時間

遺徳 35時間

総合的な学習の時間 70時間

特別活動の時間35時間

コ｢=

=

= コ ~

【フ ィンラン ド】

母国語 と文学 133時間

第 1タト国語 76時間

数学 133時間

理科的教科 95時間

歴史と社食科 57時間

実線教科 285時間

(音楽 ･図画 ･工作 ･体育)

寮教 あるいは倫理学47.5時間

統合的教科横断テーマ ?時間

言語の時間は,日本が新学習指導婁領の段階になると,肩 を並べ る状況だが,フ ィンラ

ン ドの社食科に関わ る時間が橿塙に少ないO さらに,フィンラン ドの総合科 (統合的教科

横断テーマ)は,配 当時間が決められていないようで,自由に使 ってい る状況 (自由裁量

の時間)であるO
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SUBJECTSINBASICEDUCATION(GRADESト9)

ubject 1 2 3 4 5 6 1_6 I7 i8 9 I-I -1▼ 1_9
othertongue 7 7 5 !5 4-5 5 33-34 3 7i3 I3 9 42.43
1-language 2 2 2 i2 8 2 3 3 8 16

JaqLJage 2 2 2 6 6

athematicS 3 3 4 4 4 4 22 3 3 4 10 32

nyironmentalStUdies 1-2 2 . 3 .3 I 9-10 9■10

iolqyfGeograPhy Ii 2 1-2 3-4 2 2 3 7 10-ll

hySics/ChemlStry I 1 1 2 II 2

hemistry I 1 1,5 1 7 7
hySiCs - ---～ 1 i.5日

eathEdUcatiOn 0-2 0-2I0-2 3 3

eligio〟Ethics 1 1 1 1-2 1-2 2 8-9 1 1 ▲1 3 ll-12

istorylSociaIStUdieS 2 1-2 34 2 12 I3 7 10-ll

usic 1- 1- 1- 1- 1-I1- 6. 1 1 7-

isuaIArt 1- 1- 1- 1- 1- 1- 6■ ー2 i-- - 2 8-raft 1-,1- 2- 2- 2- 2- 10- 3 3 13-

hysicateducation 2-i!2- 2- 2- 2- 2- 12- I2 2 2 6 18-

Homeeconorrtics t il II 3 3 3

upilcounceting r IlI● 0-1 0-1 0-1 2 2

EtectiVeSLJhjects 7 fG 13 13

essonsperweek 19-2119-2123-2523-2525-2625-26134-14430-32 30 30 90-92224-236

表3-2

bLASSES I 2 3 4 5 6 一一6 7 8 9 7_9 1-9 I

finnish 7 丁 S 5 S S - 3 3 3 - 42-43

!1-tanguagefE噛 h) - 2 2 2 2 - 2 3 3 - ･6 呈

も1-bnguage(Sw由ishI - ■l - - - - 2 2 2 - I6

Pathematics 3 3 ● 4 4 4 3 3 4 - 32 ▲

巨vb- I- dies 2 2 3 3 - - - - - 9-lo t

桓 喝yfGq raphy ● - - 2 2 - 2 2 3 I 10-ll

PhysicsFChen軸 - - - 1 1 - - - 2

匝 emidry - - - - - 1 1.5 1 - 3,5 i

巨ygb - - - - - 1 1.S 1 - 3,5

巨 ahheduc3,.nn - - - 1,5 1.5 ○ - I3

Fet帥 1 1 1 i 1 2 - 1 1 1 - 一一一12

IPi如ryfCjvics - - - 2 1 - 2 2 3 - 18-ll

ト 由C 2 1 1 1 2 2 - 1 - - - 7- '

卜 1 2 2 2 2 2 - 2 - - i8-
raRs 2 2 2 2 2 2 3 - - 一■ 13-

∈ 2 2 3 3 3 3 2 2 2 - 18- i

Ookefy - - - - 3 ■■ - - 3 量

巨tudentcounse.bq - - - - - O,S 0,S 1 - 2 喜
I.fJeclivesu-jests - - - - ○ 丁 S - I13 _i
トessonspe,week 20 20 23 24 26 26 134-144 30-32 30 30 ● I224-238蔓i
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フ ィンラン ドの時間割 表3-3
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VVワ冠
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Af
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ヨ
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ZY1̂出SY
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Cg●■■亡瓜｣ tr ーi]aa■■■■一■ 望ヨ a著 書重電 ●】コ已d也 亡害毒妻

a■ J ≡ == 【=iJJ

ロー ○ 暑青書召 亡害毒責 く〉 :一つ 蛋O●一一_≡ 衰 妻 ; ;q} 己､'房 .8.的 害 ど dB

∈q}CC●■｢;○fゝ --■ぐ-ヽ f十 三三 ヨ 設 一レ E3ト.LJJ -Uつ
ー■ーく> 当 13GtI曾 宅 喜B 孟 弘i_8品 .aa■ー●■■91 ●一■li 署 5aII<

≡.'cQJ●●rTl r一ヽ LLJ ≡ トlU) J
r1 ■■■qqA -■ヨ号葛篭 望tの 等 量 胃星I...Z

ー■一∋.i<-:i thr1 ト-く乃 ～∑∑ 92 岸芝占.■内通. arl 温 喜 J..E毒 毒 l⊃P慕 l苛､aEt> ■■..●;香■ー 2一レ 暑○G .rl r4 __IJi■■■ L}ト. ■一ト t▲ト. tIト. ■fZ)

○<ト e 1■■■■ ∩ rq 曾■■■l ▼■一■I 1■■I ■-一 ∩I

亡q>∈●■l一l 一一ヽ 'at=く〇一』】王 J, ヨ ,a2 ●GG トP!0･●一f= t3E=▼一一害毒
● 'G=コ t〉●■～ くtQJ) 0Ii< 弱毒

●●■-lめ:虚2--亡ゝ一虚-Q●一-■bh;---白 Ki pl 孟 ≡ Z l=ill ■′I⊃

+:Irl '貞どらo .竜ト這 冒真裏 聖 .≡真 言 jA貴だ貞4 1 t=喜 享重量 書 Vヽd 一■一一摘 蔓

n 学 '与13aCJl ⊃篭.弓⊃弓一言 毒 号2言責妻 -..,1 03;'E)o宅 声 5貞

4>C)≡.弓,E<■一ヨ汁●●～ー}eA-●- rl E= 宕宍 ●ロ .～

rlPーrjr4 tJJ ト.2=トZ .-< 冴 コF N<+良a∽ 喜 真書書芸 ･3 号雪盲三 言 aユ>. 諺 諺

(一一 < a-4 f■著 書葛篭 I)と■青 首 ･:<-aQ> 蓄夏▼■.-rl ∑ J -2Z ギ LZJG tJトー

○ヽ 令 1■■T4< ∩ 一つ 1す

●■■i 0貞 I 7-A I ▼-● ▼■■lI 一一lI

衷3-3は,フィンラン ドの JYAsKYLANNORMAALIKOULU枚の第占学年第12週 と

第 13週の時間割であるO どちらの週 もテーマ学習 (統合的教科横断テーマ)が8時間ず

つ入 っている0第 12週のテーマ学習は,｢ドラマ｣ 3時間,｢マスク｣ 2時間,rエネル

ギー｣ 1時間,rイ-スター｣ 1時間,その他 1時間を配当している0 第 12週は,全 28

時間の計画だから,8/28が統合的教科横断テーマに当て られ,b年生の 1週間の最低

時間数 24時間 (衷3- 日 に4時間上乗せ して,この週の学習を進めていることとなる｡
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第4帝 1947年度版 学習指導要領 社会科毎 日 ) (試案)の もとでの実践肇

i947年敬学習指導要領 t,一銭案)社会革の目標は,29頁で も述べたが,その 1- 15の項の うち,

仁 生徒が,入間 としての 自覚 を深めて人格 を蚤展 させ るよ うに導 き,社食連帯健の意識 を強

めて,貴司生活の進歩に貢献す るとともに,礼儀正 しい社会人 として行動するよ うに導 くこ

と.3

2.生徒に各種の社会†す+cL.tわち家庭 ･学枚及 び種 々の団体 について.その構成員の役割 と相

互の依存間接 とを理解 させ,自己の地位 と責任 とを自覚させ ること0

3,社食生活において事象 を合理的に判断す るとともに,社食の秩序や法 を尊重 して行動す る

態度 を養い..更に政治的な諸問題に対 して宣伝の意味 を理解 し,自分で種/7の情報 を集めて,

科学的鹿合的な自分の考 えを立 て,正義 ･公正 ･寛容 ･友愛の精神 をもって,共同の福祉 を

増進する関心 と能力 とを発展 させ る二と｡

?.各二地域 . 各音響層 . 各境域の人々の生活の特 質を理解 させ,国内蘇奉 と国際親善に貢献す る

素地 を養 うこと｡

St_敢食生活が常に発展す るものであることを知 t.,メ,過去の事績 を背景 として現代の帝賓 を理

解 し,将来の方向 を見わたす能力 を養 うこと｡

10.各種の職 業についてその社食生活に対する意義 を十分理解 し,他人の職業 を尊重す る態度

を強め,自己F]墳 業の選歌 を正 しく行い,能率の高い覇 業活動ので きる能力 を養 うことo

l仁 社会生活における勤労の価値 を理解するとともに,勤労によって産業の発展に寄与 する能

力,及 び勤労 を尊ぶ態度 を養 うこと｡

が7 インラン ドflfllアン トi/･プ レナー シップ教育の 目標や 目的 と一致す ると考 えているO

ここでは,1949年 冒新 しいカ リキ ュラムの突践Bの磯 田小学夜の第5学年やLJ､11学習 ｢京浜の運

輸 ｣ と 第 8 学 キ 中 fe 学 習 r新聞 と ラ ジ オ ｣ と 1949年 F.カ リキ ュ ラ ムBの 石 川 師 範 学 校 男 子 部 附 属

小学夜 の 第8学 卒 ｢察 湾 とラジオjの 実 践を顧介し, 分 析す る.,
は,筆者がアントレプレナ-シップ教育だと考えている活動

日 :)5卑 生の 中心 学 習 ｢京浜の運輸j H60､ 230時間)現 場 学 習 ･線聴覚 学 習

党 童 の 経 験 活 動 教 師 の 準 嶺 と 指 導

京浜地帯の穣撃を搾 るや
1.簾行をするo
O東京を中心として地方に由ll:いる鉄遺 ･船につい て 調べ
る｡
○各地の地頭..絵尊書.パ ンフレットによって埼番を.選定す

る｡

○時間表.運算表を見て菜べるc
O事象終止について話 し合い,役割を決めI壌行基の打 ち合
わせをする.0
0線行した後の鹿鼻を整理 し.てレポ･- トを作 るo
O報告会書反省金を薫 く,I.

2,交通網とその施設について調べる｡
○地図によ41京浜地帯の位置と地理条件について讃べ.地図
線型を摩 る 辞

○環境構成 と して教室内に各地の絵葉書,パン フ レット等 を

はってお くo
Oなるべ く京浜地帯を見渡せる軒の選定に,方向を向けさせ
る｡･神武寺,鷹取山,観音時弊台,三崎漣壷等 ｡
○自主計画を重ん じ.各グル-プ義盛に L.泉管 理 肇 等F j 交
渉をさせる｡
○言姦石の赴賓について話 し,携行品について注薮 LIまi==輸-
送意を与え嶺鼓 させるB

○地図の符号について指導する.
0藤尺と.地図の高低の読み方についての指導をするvn
O4年･単元 ｢宿場｣ を思い出させ,その際学習した享につい
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〇号の吏主亀について考え, 奉や映画,幻釘 を見て讃べるc

O結果を図表,グラフ,紙芝居,幻灯に作って発表するo

O新蔑駅の音 と今の凄子 を見に行 き藷を輝き,模型に新葛駅
を入れる.,

DAで番いている人の壊子 を頚べる｡

〇号 と今の,鉄道,道路 を比乾 し簸密に表すo
O近代#}怠日比谷忠霊付近IFj導籍-=･T}写生をするo
O京浜地帯にある轟市を男べ,これをっな ぐ交通機関につい
て調べるo

O京浜轟通に行って変通量 を讃穴,地図でその位置を見て模
型に入れるo
O車庫 を見学 し.蒸気機関車と電気磯関皐を比較 し.また輸
送意を与 え商談させるD
の環境について藷 を撃 ,ifi｡

○模型に尊重 を葬 って入れるo

O 泉.京よ53頼浜まで電車で往復 して窓から見えたものを璃ベ
ア
?コo

O覇ぺ.'f=享についで話 し合い をして,患栗を整理 し,本で詞
べた卓]交通博物･館-行った i)間接の映画 ,幻灯 を見たi･)し
て知識を深めるo

O汽車i電車壬畠教卓,銀嶺, トンネル 手高麗慶事駅I更埴

標識 ,踏切等を搾 って穣蔓に人丸るO

3,物の幾送について講べる｡
○京浜絶音にあるエ壕 とその生産車について讃べるo
Oこれらの販路について詞べる｡
○池に京浜地帯のよう+Jfjiが無 い か 地頭を見て,比較 し,そ
ことの詞膝を知 る

C)各地から集まる品簿と行き克i:ついて汐留親に行･つて調べ
るo

O荷物の送 牛方と送 られ方について藷を聞 く ｡
〇･営帝石!:l像について厳芝居!野郎 を作る,,

○貨物の種類によって貨車の撃がちが う享を調べスケ･･;,チす
ア
ーrJ O

O工場汐留駅貨車等を侍 って夜型に置 く0

4.海上輸送 と船について
○東京港や療漁港-行って,港の施設と船について調べるo
O韓浜,韓頚晋,大阪,碑戸落掌 と法家Lてみるe
O桟膚,岸壁, ド･･;I,タ,税関,簿凍寒等を滞 って模型にのせ
る0.

0東京湾を一馬 LIf==人の藷を輝 くO
くつ東京港,横浜港よt,i発露-行 く藍路を讃べて密に表すo

O無線電信やそ薄地いろいろの通信の仕方 を璃･べやれるよう
に!i:るJ
O海の気象について藷を聞き,自分連で観潮の蚤鰻 を作 って
風向,風力,風速その他 を計って見るo

Oいろいろな鮭 を見てスケッチをする｡
〇百本の鮭幾 t.Tj歳計を讃べグラフを滞るo
O造船所の見学をするo
O船の境蔓について藷を聞き質問をするB

Oエ憲のメモを教 卓i轟いている人の嫁子を見 る｡
○いろいろな患職名苗と春分･fJnj名前を讃べ る1,
○港の模型と釣 主上合 うような船の模型を作 る0

5.全椿的貨戒をする¢
○今まで讃べた革によって由来iがって乗{=穣撃をもう-痩
地図に合わせて覇べるo

O施敦のぬけていないように搾ってたすo
O全部一度に牽かせるように時間表と信号を搾る,,
〇時間通 子‖二親郎正しく動か してみる｡
○洪出したお凍石炭の輸送 を模型のiで実際にやってみる0
0時間を早 くL.てそして賓全f:運行させるエ東をする..a

6.発表会を開く｡
〇着 垂 について藷 LJ全うか

○案内状 を出す_D
O発表金 を開 く や
○橡型をユキに動かすo
O交通の帝東について話 し･合う缶

〇度省令 をするO

て指導する｡

○交通博物館,逓信博物館,国立博物館 も覇榛出品について
あらか じめ肇套 してお く.IF>)_dJrt■t=}● Jヽ■■ヽ _

○新壌駅の交渉と汐留駅内の出発点の記念轡の見学引率C.∩重夫,!土(,Ti{Ti竺Ji言一一-3･,I･､1{Tij宅主星Jヽ事71ヽtJ▲-′'r･′7-■■一丁'-′1ヽー′'JP｢巧~○
○記入法 (肇萱の遭慮)についての増量l天嬢 蕗_Pf!q牽日等の
考慮o

O美 しく見えるための配色とポスターカラーJLTj利男について
の指導｡

○蒸気横間車の原理とシリンダー.動輪についての説明O
(′~＼.JT
)ふ ったままメモを取 る訓練o

O予備知識 としてど]__!な施設が;いかなる幣 を書__ているか注

意至境喪 してお くO

○映画韓閏皐帝語,幻醤境帝語,汽車の信号等 の 借 用っ

○地形模型との釣 牛合いの考慮
○実感の出たものを作 る,i==めの樹料を考えさせ るO

○産業と交通還轟~との謁孫を理解させるo

O消費地としてLv7)京浜地帯の理解o
O京阪神,比九弼等の工業地帯との関係に於ける京浜地帯の
国際性の強弱｡

○貨物駅の嶺 戒 と作業について理解 をさせ,ここで労勧基準
法の大要に ついて童等する｡
○擬人法の作文の書き方についての指導｡
○貨車の名覇もと嶺裁量等について理解 させる｡
○睦i輸送の施設についての一応のまとめをさせるノー トの
整理o

○港と陸上交通 との聯関に注意を向ける｡
○港の性格は周密の地域 との爾漆によって決まって く
理解 させ る_Q

rJ親閲が日本経済にもたらす挨割について藤頚するや
○地理的に見た,港の立地条件について考えさせるo
Oここで羽田飛行葛の藷をして譜かせ るo
O暁垂 ｢幻 台 ｣ を見せるo
O音楽 ｢,灯台守 ijj の指導o

O無線の符号 と電信機 を作製させる.,
○気象観測の方法の指導と機械の作製をさせる｡
○年鑑,蓉奥等の見方の指導とその整備o
O動力の変遷についての指導｡
○造船過程の確認G
O労廟者 と縫合,賃金についての質問に注意を向ける苧
○海上の交通施設.鴇覇の一応の完成 をさせるc

O小さくても#,3,の正確なものを尊ぶ鞄度を教師 はいつ も韓っ
rh
ている.

0大きさの不･釣 皐,3会いの寒帯の修正Q

○全体的施設の補充o
O各グループの分塗?ど.各自の仕事について考えさせるnv
O何回 もそのグループ各に練習させてみるo
O窮に作った貨車の級の作文の読み合いによi]良い ものを選
.̂!Jであるむ

○何回 も全体 で 練_習して見る｡
○カル ミネーションとしての模型によるドラマチッ/'7プ レー
を行 うo

O時間箪な正確 さを婁求するO

･反省合について

①単元全体の洩れにっての反省O
②ダ,'i/-プの活動についてO
③学習態度について

⑥製作物について｡

⑤ノー トの整理についてO
⑥蚤東金について

く出典 :樺田小学校著 石川鰐平序 『新しいカリキュラムの実践』1949,明治璃書)
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(2) 6卑生の中iC学習 ｢新聞とラジオ｣(96時間) は,筆者がアントレプレナーシップ教育だと考えている活動

内 容 と な る 軽 轟 指 導 の 要 点

△壁薪輔を作る毎

日 )いろいろな壁新聞を集める｡

(72)第 1号発行について計画をたてるD

く3)作業するD

①名前 をつけるB

②絵やカットをか く｡

③伴文論説 をか く｡

㊨スペースの割合 を決める｡

⑤編集する｡
(4)発行するB

(5)反省する｡

くる)第2号賂行の計画をたてるO

①窺考慮を決める9

②各学年向けを手･分けする｡

③能率的な蚤行 を考 える｡

㊨分業の方法 を考える｡

⑤具申祷戒を考 える｡

(ワ)作美する｡

①スペース善部 t3当てる｡

②分∴捜 して作 る｡

③木版 を入れる台

⑥岳集 して往上げる6

(′8)発行 し反省する｡

△印刷新聞を発行す る｡

日 )賂行の計画について話 し合い研究問題 を決める｡

(2.)各種の親戚を集めて読み記事の種類分けをするや

(3)各種の新錦監事のスペースを計算 して.平均の割合につ

いて面積の%圭求めるQ

(4) それをもとにして印判新補のスペ･-スの割合 を決める｡
(5)記事の集め牙や書 き方を練習する｡

(6)謄写印刷 を練習する｡

(7)第 1号を発行 してみるむ

(8)反省 して更によい計画をたてる｡

△新聞社 を見学する0

日 )見学する新補社を決定する｡

(2)交渉の手巌 をかき交渉する｡

(3)研究開港 を分率.する｡

(4)見学 して帝究するo

①親裁について

②洛行のプロセスについて

③通信網について

㊨新補発達の塵 史について

⑤各社事業について

⑥汽車の勤番 と適正ついて

(5)見学のまとめをする｡

△新聞用親の生産の研究 をするo

Jt'1)映画や奉で頚べる.

(2)研究の点景をまとめる｡

①紙芝_居に表現する｡

②年表にか く｡

③図表に表すB

△印刷法の研究をする｡

△報道の一つの方法 として,しかも緩衝野に考 えて も児童に

容易に作成させる壁新聞を本単元の導入段書管として取 i)上

げ.その効用や作 り方について知 らせるo と共に印刷新聞

への関心を持たせ,尚取樹や編集に対する一応の経験 を輯

たせるように指導 したい｡

△作文雅韓,論説等充分国語の指導と関連 を希 って指導するO

△面積の計算 と全体のスペース割 り当て等算数能力を十分に

ねるようにする｡

△具申構成,絵,カット版画等図画工作科 との密接な関連 を

保つようにすること｡

△最初完から全なるものを作 らせる享 を日野 とせずに第 1号

の作製が雨後の学習活動の動機 とな り得 る多くの問題 を生

じて乗るように指導すべきであるo

△面積の計算や%の求める等算数能力の修練の機合 を充分考

える才がよい｡

△新聞に対する関ICを深め,或二程度読めるように したい｡
△記事 としての条件はどんなものがあるか考 えさせ るように

する｡

△謄写印刷を学級全体に練習させ,帝夜着書落見するように

すべきである｡

△交渉のために必要な条件 を具備 した手紙が かけるように指

導するO

△見学に当たっては,新聞発行のプロセス新補社の組親機能

を知 らせると共に,新聞の歴史や通信網について理解 させ
ア■〇〇

△新聞記者が日夜 どのように衝いているかを知 らせる｡

△印刷法の発達は.製紙の最遠 と共に新聞の轟逮史上に於い
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(1)印刷法の発達を本で調べる｡

(2)印刷法の種類 を詞べるO

(3)活字の発明について萌べ,活字を集め分･類する｡

(4)グーテンペ)i7ヒと本木昌蓮の貢献について調べる｡

t',f5)活字を使属 し_て壁寮粟を搾る壬

△学級新聞を発行する.o

H )今までの研究をもとにして計画する｡

(2)絶島や役割を決める｡

(3)記事の集め才について練習する｡

く4)地殻 と記事の交換をする｡

(5)分塗 して題集桑行する｡

(a)沫タト発行について計画をたてるo

△新聞以外の報蓮について研究する｡

(1)電話を研究する｡

(2)電信磯を伴って通信してみるO

(3)印刷物 (軽蔑,単行本)の役目を璃べる｡

(4)映画による報蓮について話 し合 う｡

(5)うわさについて話 し合 う｡

(a.)ラジオについて話 し.合 うや

△新聞とラジオの効用を比較する9

日 )新聞の効用について話 し合 うO

(2)新聞とラジオの効用を比敢する｡
(3)将来の新輔やラジオの蚤達について藷 L合 う｡

①実際の新輔について

②学級の新開について

③ラジオについて

△穣溌放送をするを

日 )どんなものを敏速する藷 し合うO

(2)本木昌蓮の野本を作る｡

(3)練習 して敦逢 してみる｡

(4)反省する｡

(5)漫音や音菜を入れて練習 してみるO

(a)放送するや

(ワ)反省する｡

△放送局を見学する｡

trl)番組について藷を聞 く｡

(2)教送の碍こえるまでを見たり問いたりするO

(3)敦送上の注意や苦心を聞 く｡

(4)紐線を頚べる｡

(5)スタジオの構造について讃べるO

(a)ラジオの落達の登史について書圭を聞くO

(7)放送網について萌べるo

(8)見学の麓黒をまとめる｡

△敦送による蚤東金 を開 く｡

(1)計画する｡

(2)番組 (プロ)を滞る｡

(3)記念骨学巌新鴨を蚤行する｡

(4)各嬢を決める｡

(5)金席 を作る串

(a)放送のテス トをする｡

(?)案内状を出す｡

(8)発表金をする｡

(9)反省をする｡

て初 卓)鼓すことの出来ないものであることを理解させる｡

△グーテンベルヒの昔労とその功績の内容について知らせ

る｡

△謄写印刷によって-つの縫糸の中で初歩的な新聞簸行の仕

事を身につけさせると共に,分華 して仕事をすすめる享を

上手にする｡

･編集の任務が新聞発行の生命である革 を知らせる｡

△いろいろな報適がどんな経路や方法によって行われている

かを理解させると共に,新聞やラジオが最 も近代的である

ことを奈ロらせる｡

△各級逆境関の特長や失陥?を発見･させるように指導する｡

△聴覚と楓覚による大きな差異を見出し,それぞれにその限

界点の存在する享を落見させる｡

△今後の放送報連の中lLt的な存在としてはテレビジョン時代

であろう事を考えさせる｡

△放送に対する初歩的な親衛を養 うと共に,放送に関する問

題把握の､段階として考え,完全なる放送の目的として学習

させるのではない｡

△音に対する感覚を養 うように指導する｡

△放送がどんな順序で聞こえるか,放送局はどんな親裁でど

のように働いているかの大要を理解させる｡

△アナウンサーの勤務とその特性を理解させる｡

△音の反響や,防音について科学軍にその構造を理解させる

ようにする｡

△日本の敦送局や,外国の有名な放送局の分布を知 らせる｡

△終末とLて,今までの研究実践が巧みに,合目的におl.]込

まれるように婿導する｡

△父兄その他の大人 を対照●とする洛表が上手にできるように

す う｡

△児童の気韓ちが最高潮になるが如 くまとめるo

(出典 :樫田小学校著 石川僑平序 『新しいカリキュラムの実践』1949,明治図書)
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(3 ) 新 聞と ラ ジ
見出 しなどの

1週 ･- 6月 第 5週 石 川 師 範 学 校 男子 部附属 小 学校
は,筆者がアン トレプレナー シップ教育だと考えている活動｡

目棟 1.新聞ラジオのもっている社食的意義を調べる○ 8,編集.放送等の技能を得させる○

2 i 現在の社食情勢一般を知る0 9.タト国との通信の実際に新聞.ラジオの果たす役割を萌
3 ,新聞社.放送局.出版社を見学する.〇 べるO
4 . 新蘭.ラジオ.年利衝の蕗達の歴史を調べる. ー0.新聞.ラジオ.出版が如何に磯城の恩恵 を受けて藤連
5.新聞の溝盛.及び新城が家に配達される迄の労務に就いて し能率をあげているかを璃べるO
頚べ ろ 0 11.新聞を学習に利用する方法を考えるO

千) 6ーラジオ敦送の内容及びそれが聴取者に達する迄の経路に 12.各種ラジオ通信機関の発明と功康を知 i),人類のたえ
ついて頚べる○ まない念額 と努力のあとを理解する○
7.学級新聞.登新聞,牧内敦送等を計画 し実行する○

設定の理由辛管の檎忠4月 社会の要求 児童の実態

一.報逢,通信は正確.迅速に行われねぱならぬO 一.子供新聞の疑問欄,科学欄や電話の利用,怒声器によ
2.新輔,ラジオは社食民主化に対するその役割を自覚 し, る演出等を喜び科学的な操作や好奇心が甚だ強いD
自由で公平を活動 を展帝せねぱならぬ○ 2.子供新聞をよんだi),学級新聞を作った手)しているし,
3.新聞.ラジオ.書籍が妥価で容易に一般大衆に供給され 又,｢子供の時間｣ の放送や学叔放送.野球の実況放送
ねばならぬ○ 等でラジオに親 しみ深 く一部の児童は放送局に於いて実
4.新聞.ラジオ,書籍によi..)新 しい知識や教養を獲得 L, 演 Lた体験がある,鴻一般の新聞の記事内容には比較野
生活の合理偲,社食の発展に貢献 しなければならぬo 関心がうす く,把握 も適確でないo
5一報護.通信,出版享.糞に対する理解を深めると英に.そ 3ー新聞.ラジオの効用は理解 しているが蚤達の歴史につ
の発展と内容充実の為に協力すべきであるo いてはあまt)興味を韓つていないo

8,大衆のせ藷 を容れその運営を改善向上すべきであるO予想される同義 4.金沢市に於ける各種新聞,ラジオの普及の状態は大体知ってるが他地方の利用状況等は余 り知らない05.ラジオ放送の内容も相当聴き得るカがあ t,上 書写力も小筋肉の酪連によij進歩しているob一共同編集作業や共同溝出練習或いはその籍異に対する正 しいき比評が児童の興味をか11たてている07.二十のとびら.野球放送に興味を持ってお i),え学級新聞や子供新聞の漫画に強い興味を持っているo主要な学習経験
人格の発達 どのように民主的な協力をして新輔作成やラジ 1.計画 新聞発行.牧内放送,出版.鉱石ラジオ,新聞
オ報遭等にあたるか○ 社,放送局,出版社の見学
天然資源の保護保全 各種の予報によって天然資源がどのよ 2.見学調査 訪問 新聞社,放送局.出版社,記者t妓
うに保護保全されているか○ 街着,書店,電気募兵商
生産 新補や書籍はどのようにして作られるかo 3.資料の董集と利用 各種新臥 ラジオ,図書,関係地
分配 新聞やラジオがどのようにして容易に重要な文化財を 固,穣型,見本,標本,装置,幻灯
音マに与えているか○ 4.図表化 地図 分布関係図 図解,横線.工程,親裁.
消費 新聞をよんだり読書 Lf=fjラジオを聞いたt]するのに 内容構成,作業分担,ラジオ配線,年表,普及史,発達史
一日の生活に於いてどのように時間を費つているか○ 5.言語及び文章による表現 研究のまとめ,礼状,対乳
交通通信 報遺,通信,連絡がどのようになされているか 一 研究発表,放送等
保鍵と安全 寮輔やラジオは人間の保健や安全に対 してどの 6.計量統計とその利用 機械能率,利用者数,経費,噂
凍な役目を果たしているか○ 間.発行数
教養 教養を高める上に新聞やラジオはどのように利用 した 7.審美的諸活動 礼状,放送,.劇化.音楽,絵画.表現

らよいかO娯楽 書マの娯菜生活i二新聞やラジオはどんな影響 を与えているか○政治 民主政治の発展に新城やラジオはどのような役割 を果たしているかや交際 文化の受渡や国際親善に,新聞Iラジオ,出版等がどのような轟きを持っているか○中 心 学 習 杏..文集,作韓,作曲効 果 の 判 定

1､新開 新聞編集の能力 観
①学級新帝を発行する. 資料蒐集の態度と能力 観
ィ,賂行する新鍋の種類と内容をきめる○ 新聞の記事内容に対する理解 筆
ロ,編集について商談する○ 統計分類する能力 概
-,賂行方法,期日,椎葉分漁をきめるo 新聞社の組織に対する理解 筆
こ,グル-プ羽で新開を爵行する○ 新聞の製作適者の理解 筆
(新聞研究の必妾が起こる○) 紙芝居製作の能力 稜
②新聞にはどんな記事がのせられているか. 社食に果たす新聞の任務についての理解 筆
ィ,いろいろな新聞を集めるO 新聞を製作する上にどのような苦心がはら
ロ,購読新帝を覇べるO われているかとい う理解 筆
-.いろいろな新聞と私達の新聞の記事や内容体裁などを比較する○ 輪転穂の穂能に対する理解 筆
こ,新蘭の分割形式を調べるO 統計作成利用の能力 境
ホ,最も多く出ている記事は何か○ 新聞はどうして安価で大童に生産されるか
-,新聞の内容を分類 していろいろな統計を取る○ とい う理解 口
卜 学級新開にはどんな記事をのせればよいかについて話 し合 う○ 従業異に対する感謝の態度 撮
③北国毎日薪界社を見学するO 学級新聞の共同製作の態度 載

ィ,新聞社の仕事の分単や鍵織はどうなっているか○ 野本創作の能力 撮ロ,新聞ができるまでにはどんな経過をたどるかO-,工程や様子を絵にかいてみるO二,ニュー-スの集め才はどの様に行われているかOホ,事一件患生からその様子が記事に盛られ昔々に届 くまでの経過を飯芝居にする○-.記者の轟きや外国ニュースの人手についてト.正確.迅速に報尊する為にどんな苦心が払われているか.チ,市内巌と地方版リ,岳集妓衝についてのお藷をきくOヌ,蚤行部数について頚べる○ル,輪転域の噂輯積能等について頚べる○
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壬 チ,活字について研究するo

ワ,従業異の苦心について
カ,消費する敗の賛及び価格を計算する○
ヨ,新聞はどうして安価に作られるのだろう○
ダ.新開社の蜜史について詞べる○
レ,新碍態見学の感想作文を作る○
ソ.見学した薪碍穀へ乳状を出すQ
ツ,新親切 i_3線き整理の仕方を研究し分担や部門をきめて継続実施
する守

㊥弥生新帝を絶縁 して記念号を発行する○
ィ,よい学級新補を轟行するには,これまでの ものを,どう改善 し
なければならぬか○
体裁や定置や文字やカット,記事,社説
ロ.学級新錦のよい名前を一般児童から募集する○
-,記者.論説係,発.符係などをきめ.学級新聞をつ くる○
編集の重点 をきめる○

5月6月 文芸司凍萄募集のポスターを作る○ 分率 した仕事を責任をもって運行する態度 載

記事内容についての輿論調査をする○ 新聞を学習に利用するカ 撮
朝粥社見学の輔を作るo 新聞編集の能力 概
二.草薮や実社食から記事を集める○ 短文 を要領 よく書 く能力 観
色彩,カットの取 り入れ才 見出しや記事の配列に新 しみを持たせる能
協岡野作業態度の反省 カ 親
チ.今後の発行について話 し合う6 新聞の効用に対する理解 筆
⑤新聞は吾々にどんな便利を与えているか○ 資料蒐集の能力や態度 観
⑥新聞発達の歴史を調べる○ 新聞発達の歴史に対する理解 筆
ィ,おふれ,うわさ,飛騨等の絵や資料を集める¢ 活字の種類に対する理解 筆
ロ,かわら親の蚤明について話 L合 うo 礼状を書 く能力 観
-,音の新聞と今の新聞をくらべる. 電信,電話域の原理に対する理解 筆
ニ,潮間の蚤達を紙.芝居であらわす○ 新聞,ラジオその他通信の蚤連に貢献 した
香,活字や韓転額の発明について頚べるO 人に対する理解 筆
印判衝はどのように蚤逢 してきたか 器具製作能力 親
新聞爵行に必要な通信磯城とその酪連史 見学の態度 競

⑦通信社と電話について調べる○ 正確な統計や図表を製作する能力 観プログラムの構成能力 観

ィ.原理を●詞べる○
ロ,穣作 Lてみる,
-,エジソンやマルコニーについて詞べるO
二,最遠や変遷について璃べるo
ホ.普及状況やその効果について讃べるO
-,簡易な電信残や電話を作ってみる｡
ト.モールス符号について調べるo
@出版
ィ,中朝エ葛 を訪ねて印刷のようすを見学する.O
ロ,書等の捧我や藍字効果等について頚べるO
-,活字の規格を詞べるO
二,いろいろな印判の仕方を研究する○
示, r私達の身体｣ の レポー トを作るo
-,書帝建議等を韓ち寄って学級文庫 を作るO
ト.文.把の露連と年利街の逢歩について頚べる○

2.ラジオ
①校内放送をする○ 学校数送に対する態度 親
ィ.ラジオについて話 し合 う○ 他人の三陸判を受け入れ自己の発展に資する
ロ,プログラムを作るo 態度 親
-,物音,喝議.韓歌.刺.音楽等の分線をきめて練習する○ 放送親衛 観
ニ.敦送新帝を工夫する○ 野本製作能力 概
ホ,牧内敦送をして由来ばえを反省するo 喝議の能力 観
-.各級から紫野をきく○ 見学の態度 能
ト,局からの放送をきき私たちの放送とくらべてみるo 放送に凄する聴覚についての理解 親
チ,放送局の一日のプログラムの組み立てを調べるO 放送を学習に利用する能力 理
②金沢放送局を見学するo ラジオの効用についての理解 筆
ィ,放送局はどうなっており,どのように仕事を.分級 しているか○ ラジオ放送が行われる過程 を理解 筆
ロ,放送室や横線室はどうなっているかo 時事問題に対する理解 筆
-,擬音はどんなにして由すかを璃べるO ラジオ受信機を捜作する能力 家
二.一日のプログラムの組み才はどのような計画で行われいるかO 国内及国タトに於けるラジオの普及について
示.敦送葛の才,?に苦心をきくQ の理解 筆
-.局の学故敦送はどのように行われているかQ 放送局の分布 筆
ト,ニュースはどのようにして手に入れるか○ 新聞とラジオの効用の相遠についての理解 筆
③校内放送を推続して行う○ ラジオを学習に利用する能力や態度 友
ィ.プログラムにはどんな内容をもればよいか○
ロー ドラマ,音楽などを練習する○
ハ,絶学級とも連絡 し継続 して行 う.,
二.ラジオ受鰐韓の漁作になれさすo
ホ,鉱石ラジオを作る○く自由研究)
④ラジオの利用
ィ,どのようにラジオを利用 したらよいか○
ロ,ラジオの利用普及の状況を詞べ歳計をとる○
-,私たちほ学習にラジオをどのように利用 したちょいかo
二,ラジオ放送局の分澄国を作るo
ホ,ラジオと新聞の効用を比戟するO
-,ラジオの監明と簸達について詞ベる○

(出典 :コア ･カ リキュラム連盟編集.官か )キュラムB 3.1949,誠文堂新光社.)
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第 5帝 1947年度版 学習指導婁領 社各科編 目 )(求.莱)実践の考察

ここでは後に,現在の 5年生単元 ｢わた したちの生活と情報｣と比較するため,前節 (2)

棲田/1､の実践 r新聞とラジオ｣ を取 f)上げて,考察する0

日 )アン トレプレナーシップ教育的単元構成

①壁新聞を作るO

②印刷新聞を作 る｡

③新聞社 を見学する｡

④新聞用紙の生産を研究する｡

⑤印刷法 を研究する｡

⑥学級新聞を発行する｡

⑦新覇以タトの報適 について研究するC

⑧新聞 とラジオの効用の比較 をする｡

⑨模擬.放送をする｡

⑱敦送局を見学する｡

⑬放送による蚤東食を開 くo

単元は,壁新聞作 t)から始ま り,放送による蚤東金 を開 くで終わっているが,これは,

アン トレで始まって,アン トレで終わる単元構成 を取 っている｡また,穐所にアン トレプ

レナーシップ教育の活動 が盛 り込 まれているO

私は,このようなアン トレプ レナ- シップ教育の活動は,｢プロジェク ト型｣ であ り,

｢活動型｣ であ り,rHow型｣ だと考 えている｡

つま り.活動がまずあを),こどもたちは親行錯誤 しながら進んでい く中で,嬢Jqな障害

や課喪に出合い,克服 し,また,国語科はもとよt),算数 (数学)料,理科,図画工作科,

音楽科の内容もクロスオーバー し,問題解決する過程で,単元が構成 されていると考 えて

いる｡

そ Lて,この通巻 を踏み進みながら,こどもたちは,知識や捜能を獲得 Lてゆ くのだと

考えているo OECDの r問題解決の遺筋が瞬時には明白ではなく,応用問題 と思われるリ

テラシー領域あるいはカ リキュラム領域が数学,科学,または読解の うちの単一の領域だ

けには存在 していない,現実の領域横断的な状況に直面 した場合に,認知プロセスを用い

て,問題に対処 し,解決することができる能力O｣ を目指 していると考えられるC
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(2)rfp利新聞を発行する｣ 過程にみるアン トレプ レナーシップ教育

△印刷新聞を発行する｡

(ア)発行の計画について話 し合い研究開発 を決める｡

(イ)各種の新聞を集めて読み書己事の種類分けをする｡

(ウ)各種の新聞言己享のスペースを計算 Lて,平均の割合について面積の%を求めるO

(エ)それをもとに して印刷新聞のスペースの割合 を決める.

(オ)記事の集め才や書 き方 を練習する｡

(カ)謄写印刷 を練習する｡

(キ)第 1号を賂行 してみる｡

(ク)反省 して更によい計画 をたてる｡

まず,発行あ りきである｡発行する (活動)ために,こどもたちは,直面する問題 と対

噂 Lてい くこととなるo一つ一つ開港 を解決 Lなが ら進んでい くO (ウ)(エ)のよ うに

数学的課題 もあるし, レイアウ トLl=i),カ ット入れた り,印刷 したりと,図画的課轟 も

あるoそして,さらに.進むための ｢話 し合い活動｣ があるo

ここには.系統的知識 ではな く,生きて働 く知識 がある｡｢基礎的な言語や思考能力は

埼能埠に獲得 されるべ きである｡基礎的+A:捜能は練 i)塗 しやるか ら定着するのではな くて,

使 う機食や応用する範囲が広がってい くと同時の形威 される｡｣ (OECD)の知識がここに

ある｡

第6帝 1947販社･倉科編にみるアン トレプ レナー シップ教育

衷3-4(51頁)は,木村博一が 『1947年度 学習指導婁領社会科編 (I)(試案)』｢第

1章序一論第5帝社会科の教材｣ にある各学年の ｢問題｣ を整理 したものである｡アン トレ

プ レナーシップ教育であると考 えられる項 目に を入れた｡1947年度学習指導要

領社食科編 (Ⅰ)は.大半の学習問題が , rどうすればよいか.｣ とい う問題であ り,まさ

に ｢How 型単元｣ であ り,｢活動型単元｣ であ り,｢プロジェク ト型単元｣ であ り,アン

トレプ レナ- シップ教育と言 えるのである.
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1947年 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

金棒の発 I.家や学枚で,よい 上 せの中に慣れるに 上 せの中で-人前に -I.私たちはどのよう 日.社食 を賂展 させ る子 と思われるには私た は.私たちはどうすれ なるには私たちはどう に勉強すればよいかO ものは何かo

(しつけ) ちは どうすればよいかo ぱよいかo すればよいかo

轟塵窒廃 ll.私たちはどうすれ 日.私たちはどうした Vll.私たちは,水や電 日.私たちの祖先は, Jl.どうすれば私たち 川.どうすれば私たちば丈夫で いられるかo ら健康で妥全にい られ 気やガスをどのように どのようにして,いろ は自分 を安全に且つ健 は安全な生活ができる

るかoVll上 どうすれば私たちの身のまわ りの もの奥しく, 清潔にすることができるかo 使えばよいかo いろな危険 を防い だか¢ 康にすることができるか(, かo
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第4章 これからの日本の社会科教育とアントレプレナーシップ教育

第 1節 日本でのアン トレプ レナー シップ教育の目標 ･内容 ･目的

私は,日本でのアン トレプ レナー シップ教育の目標 をフ ィンラン ドの もの と同 じに し,

① 様 々な参加者の観ノ点から,社食 を認識すること｡

② 市民的な参加に必寛恕能力を開発することo

③ 轟 菜的な方法のための土台を作 ること｡

の 3点 としたい ｡

内容 としては,

① みんなのために何 をするのか (社食の中の役割 と相互の依存間接)

② 連取埠によi)よい生活 をめざす (社食生活の蒐展 ･進歩への貫畝)

③ 温かい安全な雰囲気 をもっ (正義 ･公正 ･寛容 ･友愛)

を鹿渡に もち,活動の過程 として,｢考 える｣｢決定する｣｢実行する (試行錯誤する)｣｢リ

スクを冒す｣r作 tj出す (製作 ･製造)｣r物 を手に入れる (売買)｣ があるO

また,目的 としては,①創造力,② コミュニケ- ションカ,③チ-ムワークカ,④プ レ

ゼ ンテー ションカ,⑤判断力,⑥問題解決能力,⑦チ ャレンジ精神 を養 うことであるO

言い換 えれば,アン トレプ レナー シップ教 育は,rHow型単元｣ であ f),｢活動型単元｣

であ り,rプロジェク ト型単元｣ であると考 えてい る0

1947年敬指導婁領 (試案)第 5学年 を例に取 って考 えると,｢私たちはどのように勉強

すればよいかcJ｢どうすれば私たちは自分 を安全に且つ健康にすることがで きるかoJ｢ど

の よ うに して私たちほ通信 した り,意見 を交換 した t),旅行 した t)で きるかo｣｢タト国人

との交際は どのよ うに して行われ るか｡｣｢私たちの生活 を楽 しくするためには,私 たち

ほ どうすればよいかo｣ とい う目標の単元 (How 型単元) を活動型単元 として展開 してい

くことが,日本でのアン トレプ レナー シップ教育なのであるO具体的には,この章の第3

帝と第4帝で考 えてい くこととする｡
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第 2帝 今頃の社食科教育

｢新聞とラジオ｣ の単元は,稗田小学校が 96時間,石川師範学枚男子部附属小学故が

推定 60時間 (週 5時間 12週計算)で展開 している｡ 一方,京都市の ｢わた したちの生活

と情報｣ は,その5分の 1の 12時間である0

12時間の内訳は,｢放送局の働 き｣ または ｢新聞社の働 き｣ で5時間,｢情報 と社食｣

で7時間,であるQ 実際に新聞やテレビ番組,ホームページを作 る時間は無いに等 しい｡

搾っているなら,12時間 をはるかに超 えているだろう｡ 試行錯誤 しながらなんて,以て

のタトである｡

学習問題でみてみると,｢放送局｣ では,｢番組作 t)の流れ｣｢必要な道具や機械｣｢タト

国とのつなが り｣｢働 く人の数やスケジュール｣｢働 く人の藤子や役割｣r工夫や努力,額

い｣ であ 卓上 ｢新聞｣ では.｢新聞の作 り方｣｢赴婁な遺具や磯城｣｢ダト国とのつなが り｣｢働

く人の数やスケジュール｣r働 く人の様子や役割｣r工夫や努力,願い｣ であるO 果た し

て実感の湧かない段階で,こどもたちから,このような学習問題がでて くるだろうか｡俵

に出てきたとしたら,こどもたちにとって,切実でない,新月的な,羅列的な,(系統的

であるかもしれない)一般的な疑問 ･質問なのであろう｡

学習開港は,具体的な社会事象から生まれて くるものである｡ 棲田中の開港が如何に具

体的であるかは明白である｡

さらに,こどもたちが追究するための時間 も少ないだろう｡ どうやって調べるのか?,

見学に行けなかったらどうするのか ? (行けなかったら,調べ るのに時間がもっとかかる

だろう), 見学の時間は,その 5時間に含まれるのか? など悩みは多い｡だとすると,

学習資料 を見っけたり準備 した り,学習問題 を作ったi')するのは,教師になって しまうの

かもしれない｡ こどもの主体的学びはそこには無いように思 う｡何 と言 っても,単元の時

間数が少なすぎるのである｡r放送局｣｢新聞｣ ともに,学習計画 を立てているが,4時

間配当でそのような活動が盛 り塗めるのだろうか｡

｢情報 と社食 (7時間)｣では,学習問題は作 っていない,｢テ レビ合議｣｢学級新聞｣

を作 ることになっているが, 1時間や 2時間でできるだろうか｡失敗 もするだろうし,困

発や障害にもぶつかるだろうし,考えているだけで, 1時間が過 ぎるか もしれない｡

世の中は,シャープでスピー ドのある活動 を求めているのかもしれないが,すべてのこ
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発や障害にもぶつかるだろうし,考えているだけで, 1時間が過 ぎるか もしれない｡

世の中は,シャープでスピー ドのある活動 を求めているのかもしれないが,すべてのこ
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表4-1 京蔀市指等計画 小学校5年社会科 (2005年作成)

わたしたちの生活と情報 鮮;蘇葉)毒丁放送局｣∴実意ミ葉上｢新聞社｣

自壊 ･通信などの産業は国民の生活と深いかかわ りがあることや大きな影響力を及ぼ しているこ

ど,従事 している人マは情報 を速 く正確に伝 えるために工夫や努力をしていることを理解
し,情報 を有効に活用するようにするo
･通信などの産業に従事する人々の様子や人々の情報活用の様子 を見学 したij,資料 を効果

均に活用 したiJして調べ.通信などの産業と国民生活とのかかわ tjやその果た している役
割について考えるようにするo

:.■■■iミ3.ナ亭-lふごさ-≡o ほしい情報を手に入れる 寺‡∴噂覇)
義 1 放送局の働き (尊卑塵._3',L:.Y

目標 ･敦送局では働 く人々が情報 を正確に速 く伝える工夫や努力をしていることを理解するよう
にするむ
･敦送局で働 く人々の様子について見学や資料 を効果的に活用 して調べ,敏速局が果た して
いる役割を考えるようにするo

早 【社会的事象-の関心 .意欲 t態度】
･放送局の働 きに関心をもち,工夫や努力をして番組をつ くる人々の.様子を意欲的に調べ
ようとするo

刀: 【社会的な思考 .判断】
の ･番組 をつ くる人マの情報 を正確に速 く伝える工夫や努力をもとに,放送局の果たす役割

評 を考え適切に判断するo
価 【観察 ,資料活用の技能 .表現】
漢 -放送局の見学や視聴覚教着などの資料 を効果的に活用 して.放送局で働 く人マの様子を

準過程由 頚べ.表現するC

【社会的事象についての知識 .理解】
･敦送局で働 く人々は,情報 を正確 に速 く伝 えるために工夫や努力をしていることを理解
している○

学 習 活 動 閏○評価思○の圭 一級○点知 評 価 の 視 点(評価の方法)身の周 t‖ニある様々な

く導入)rほしい情報を手に入れるj (1時 間 )
r情報に寓まれた生活｣

杏 ①生活の中で,情報を得 る方法を発表するO

ラつかむ鍋 ･テ レビ,新聞,インターネット.ラジオ

○どのような時に,どのような方法を使 うのか ,

話 し合 うo 情報について,生活 とかかわらせて見つめ,関,-Cをもとうとしてい1 放送局の働き (4時間)
rテレビとニュース｣ るo

①新聞のテレビ番組表から.二ユ-スの時間をぬ (ノー ト.落首)情報 を正確に速 く伝 え

き出し.ニュースを見る理由を話 し合 うo
○録画 し.たこユース番線やニュースの放送本番中
のスタジオの写真から学習問題 を見つけ,学習

計画を立てるo敦送局の人々は,ニュースを正確に速 くイ云え
るためにどのようなエ夫や努力をしているの

だろうo宅わたしの学習問題》
･番組作 りの凍れ,必要な遭具や機械,タト国との るための放送局で働 く
つなが り.働 く人の数やスケジュール.働 く人 人マの工夫や努力につ
の様子や役割,工夫や努力,類い いての問題をつ くるこ
蛋学習計画》 とができるo

･頚べる内容や方法,準備物,必要なもの.日程 (ノー ト.落書)見学や貸間などから自

計画
rニュースをつ くる｣,｢ニュースを放送する｣
②③テレビの放送局を見学するo
《敦送局の見学》 分の 問題 について鴻
･建物や部屋の様子.番組の様子.働いている人 べ.まとめることがで
の様子,使 っている遭具や磯城,資料の数 .檀 きるo

やへ 類 (行動観察 .ノ- ト)
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Jトよ ･番組を作 る凍れ.道具や機械の数や種類.タト国

とのつなが E3,働 く人たちの役割分担.一 日の

スケジュール,工夫や努力 .額い

○敦送 局 で働 く人 マの工夫や努力 につい て詞 放送局で働 く人マが情

べたことを吏淀す るo 報 を正確に速 く伝 える
ために様マな工夫や努

･働 上人の役割分担 と連携,遺具や磯城の 良さ, カをしていることを理
各役割でのエ夫や努力とその意味 解 しているo

ど rより良いテレビ放送をめざして｣ (ノー ト.発言)
め ㊨外国や地域の出乗車 を知 るために放送局の人々

ち･転 がどのように工夫 しているのかを調べ,話 し合

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-
70
･人工衛星で電波 を発信 .受信,世界各国の敦送
葛 と協力体密上 地域の放送局 との協力体制

0どのような人が.どのような活動をしているの ○ 世 界や地域 の 出来 事

だろうO をイ云え る工夫 や努 力

･海外からニュースを伝 えるカメラマ ンやキヤス に気付 き.放 送局 の

ダー,地域に密着 して取材する記者 果 た す 役 割 に つ い

○カメラマンやキャスターや記者の額いを想像 て考 えるo
し.放送局の役割について考えるO (ノー ト t落書)

0 ほしい情報を手に入れる
義 1 新聞社の働き

目標早 ･新聞社では働 く人々が情報 を正確に速 く伝 える工夫や努力をしていることを理解ようにす

るO

･新聞社で働 く人マの様子について見学や資料 を効果的に活用 して調べ.新聞社が果た して
い る役割 を考えるようにするo

【社会的事象への関心 .意欲 .態度】
･新聞社の働 きに関心 をもち,エ夫や努力をして言己事 をつ くる人マの様子 を意欲的に調べ
ようとするO

■-冗 【社会的な思考 一判断】
の ･新聞をつ くる人々の情報 を速 く正確に伝 える工夫や努力をもとに,新聞社の果たす役割

評 について考 え,適切に判断するo

価 【親察 .資料活用の技能 .表現】
規 ･新聞社の見学や視聴覚教樹などの資料 を効果的に活用 して.新聞社で働 く人々の様子 を

拳過程由 調べ,表現するC

【社会的事象についての知識 .理解】
･新聞社で轟 く人マは情報 を正確に速 く伝 えろために工夫や努力をしていることを理解 し

ているや

学 習 活 動 関評雲の霊点知 雫悪 霊畏 戸

く導入)rほしい情報を手に入れるj (1時間)
r情報に囲まれた生活｣

秦 ① 生活の車で,情報 を得 る方法を発表す るo

ラつ ･テ レビ,新聞,インタ-ネット,ラジオ

○ どのような時に,どのような方法 を使 うのか,○ 身の周 りにある様々な
話 し合 うo 情報について,生活 と

かかわらせて見つめ.

1 新聞社の働き (4時間) 関心をもとうとしてい
r新聞つくりと情報発信｣ るo
①新聞にのつているものにどんなものがあるか藷 (ノー ト.轟音)

し合 うO
0新聞社や働 く人の様子の写真から学習問題 を見 ○ 情報 を正確に速 く伝 え
つけ,学習計画 を立てるC るための新絹社で働 く

か 人マの工夫や努力につ

お 新聞社で働 く人々は,情報 を正確に速 く伝 え いての問題 をつ くるこ
るためにどのようにエ夫や努力をしているの とができるO

だろうo (ノー ト.発言)《わた しの学習問題》

･新聞の作 i)育.必婁な逆具や磯城.タト国 とのつ
なが t),働 く人の数やスケジュール,働 く人の

様子や役割,工夫や努力,額い
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鍋 ･頚べる内容や方法.準備物 .必要なもの,日雀

計画

②③新聞社 を見学するo ○ 見学や質問などの方法
竜新婦社の見学潜 で自分の問題について

･建物や部屋の様子,番組の様子,働いている人 魂ベ,まとめることが
の様子,使 っている蓮具や磯城 ,資料の数 .種 できるO
類 (行動観察 .作品)

べ 《働 く人に質問》

るま ･新聞をj乍る渡れ.道具や機械の数や種類.タト国

とのつなが t,_),働 く人たちの分担 .役割,一日
のスケジュール.工夫や努力 .額い

○新 聞社 で働 く人 々の工夫や努力 につい て璃 ○ 新 聞社 で働 く人 々が
べ たことを交淀す るo 情報 を正確 に速 く伝

一働 く人 の役割分担 と連 携 ,遺 具や機 会 の よ えるため に様 々なエ
さ,各役割での工夫や努力の様子 夫や努 力 を してい る

こ と を 理 解 して い

⑥わた したちが外国や地域の由乗車 を知 るために るo
ど 新聞社が どのような工夫をしているのか を調 (ノ- ト .発言)

め べ,新聞社の役割について考 えるo

ち目模単 ･インターネットによる情報の送信 .受信,世界

各国の新聞社 との協力体制.タト国語による新聞.
地域の新聞社 との協力体制

○どのような人が.どのような活動 をしているの ○ 世界や地域の出来事 を
だろうo 伝 える工夫に気付 き.

･海外の由束事 を伝 えるため直接現地に行 くカメ 新聞社の果たす役割に
ラマンや記者,地域に密着 して取着す る記者 ついて考 えるC

○記者の額いを想像 し,新聞社の役割について考 (ノー ト.発言)

2 情報 と社会

･私たちの生活や産業での情報の働 きを理解 し,情報 を収集 し,見分け,効果的に活用する
ようにするo
ー私たちの生活や産業の中で情報がどのように活用 されているかを璃べ,我が国の通信な ど

の産業が国民生活に及ぼ している影響やよt)良い活用について考 えるようにするO

【社会的事象への関心 .意欲 .態度】
･自分に必婁な価値ある情報 を見分け,活用 し.発信 しようとす るo

【社会的な思考 .判断】
冗 ･情報は私たちの生活や産業の中で どのような働 きをし,どのような影響を与 えているか

の を考 え,情報 を有効に活用するために適切に判断するO

罪 【撮察 ー資料活用の技能 t表現】
価 ･私たちの生活や産業の中で情報がどのように活用されているのかを璃べ.まとめるO

親 【社会的事象についての知識 .理解】

準過程由 ･私たちの生活や産業の中で情報は.どのような働 きがあi),どのような影響 を与 えてい

るかを理解 しているむ

学 習 活 動 関評雲の悪点知 雫悪 霊畏 戸

rくらしの中のコマーシャルJrテレビや新聞と
情報Jr情報を生かすJrコンピュータと情報社会｣

杏 ① コマーシャルの工夫や様マ怠メディアの特性 に ○ コマ-シャルのエ夫に

うつ ついて話 し合 うo ついて話 し合 うことを

○テ レビコマーシャルの工夫について話 し合 うo 通 して,様 々なメデイ
-テ レビ,新聞.ラジオ,雑誌など アの発信 している情報

○コマーシャルを通 してメディア別の特色につい に関心 をもっことがで

て考えるo きるo
･テレビ,新報,ラジオ,雑誌など (ノー ト,発音)
②テ レビや新聞などの情報の影響について考 え ○ テ レビや新聞な どの情

るo 報に人々が影響を受け

○い くつかのテ レビ番組や新聞記事 を見 比べて, ていることに気付 き,
その違いを話 し合 うo 誤 った情報によって生
･見出 しの速い,社説の意見の速い 活が変化 し.た人マのお

か ○テレビや新聞などの情報の良い影響について考 もいについて考 えるこ
む えるo とがで きるo

･発奮から身を守る,ボランティア活動 .募金 (発言 .ノー ト)

○テレビや新聞などの情報の悪い影響について考
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･襲 った報蓮 と混乱する様子.過熱取材
③コンビュ-タによる仕事や生活の変化や影響を

考え,人々が情報 をどのように活用 しているの
か予想する｡

○コンピュー タによる仕事 や生活の 変化 につ
いて話 し合 うO
遺稿医
卜購入

ス

!

シ
ホ
痩

.

テム,携帯 電話 に よるチグ ッ
ムペー ジに よ る情報 収集 ･公一

間

○コンピュー タ を活用す る中 での問題点 につ
いて話 し合 う｡
･コンピュー タ事故_に よる空港の混雑 .個 人

情報が もれる

○人 々が生活や産業の中で , どの よ うに情報
を利用 してい るのか予想す る｡
･コンビニで,家庫で

毎日の生活や産業の中で.人マほ様マな情報

に対 してどのように工夫 して利用 しているの

r情報を生かす｣
⑥人々が様Iqな情報 をどのように活用 しているの
か鋼べ,まとめる
･家轟での情報活用の様子 を聞 く.コンビニの見
学や本部の才の話 を聞 く,農家の才の情報活用
の様子を聞 く｡

⑤人々の情報活用の工夫について話 し合 うo

O 人々の情報の活用の様子について賂衷する｡
･天気予報や広告などの情報 を活用 した洗濯や貰
い物などの工夫,レジでの轟 t)上げ情報から商
品の仕入れの選択,天気予報などの情報 を活用

した農作業
○情報 を活用する上で.大切なことについて話 し
合 う｡
･必要な情報 を見分け収集する , い くっかの情報
を見比べる｡

r情報を発信しよう｣
⑥テレビ会議や学級新聞などで正 しく.分か りや
すい情報 をっ くり,賂信する計画を立てる｡
○だれに
･他地域の学校,地学牟
○どのような方法で
･テ レビ会議.学級新聞 な ど
○どのよ うな内容にす るのか.
･身連 な出来事 について ,地域 の特 色につい
て,他教科や廃合学習の内容
○簸信す る情報 をっ くる｡
･写真や絵の工夫 .文章の工 夫.全体 構成の
工夫

○情報∴喜藤信する｡
⑦情報 を蚤信 したこ とをもとに,情報 を活用
す る上で大切 な ことについて話 し合 う｡
○毎日の生活の中で.鰭報 を発信 す る場面 を
考 える串
･ホームペー ジ.チ ャッ ト,チ ャッ ト

○情報 を活用す る ときに大切 な こ とについ て
話 し合 い , ｢わた したちの情報 活用宣言｣ を

コンピュータによる仕

事や生活の変化や問題
点に気付 き,情報活用
についての問題 をっ く

ることができる｡
(落書 ･ノ- ト)

見学や聞き取 を3などを
通 して.人々の情報の
利用の様子や工夫を調
べ,まとめることがで

きるO
(作品 ･ノ- ド)

私たちが情報 を効果的
に活用するための工夫
について理解すること
ができるO
(発言 ･ノー ト)

伝 える相手を意識 し,

分か 卓,)やす く内容を工
夫 しながらまとめ,発
信することができる｡
(ノー一･卜･発言)

イ ン タ ー ネ ッ トや

チャットなどの情報に
ついて知 り,これから
情報 を活用する上で大

切なことを考えること
ができる｡
(プリン ト,発言)

く出典 :京都市教育委異食 F京都市小学校指導計画』r社食科 5年｣.2005.留意点の欄 を筆者が省いて作成o)
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･襲 った報蓮 と混乱する様子.過熱取材
③コンビュ-タによる仕事や生活の変化や影響を

考え,人々が情報 をどのように活用 しているの
か予想する｡

○コンピュー タによる仕事 や生活の 変化 につ
いて話 し合 うO
遺稿医
卜購入

ス

!

シ
ホ
痩

.

テム,携帯 電話 に よるチグ ッ
ムペー ジに よ る情報 収集 ･公一

間

○コンピュー タ を活用す る中 での問題点 につ
いて話 し合 う｡
･コンピュー タ事故_に よる空港の混雑 .個 人

情報が もれる

○人 々が生活や産業の中で , どの よ うに情報
を利用 してい るのか予想す る｡
･コンビニで,家庫で

毎日の生活や産業の中で.人マほ様マな情報

に対 してどのように工夫 して利用 しているの

r情報を生かす｣
⑥人々が様Iqな情報 をどのように活用 しているの
か鋼べ,まとめる
･家轟での情報活用の様子 を聞 く.コンビニの見
学や本部の才の話 を聞 く,農家の才の情報活用
の様子を聞 く｡

⑤人々の情報活用の工夫について話 し合 うo

O 人々の情報の活用の様子について賂衷する｡
･天気予報や広告などの情報 を活用 した洗濯や貰
い物などの工夫,レジでの轟 t)上げ情報から商
品の仕入れの選択,天気予報などの情報 を活用

した農作業
○情報 を活用する上で.大切なことについて話 し
合 う｡
･必要な情報 を見分け収集する , い くっかの情報
を見比べる｡

r情報を発信しよう｣
⑥テレビ会議や学級新聞などで正 しく.分か りや
すい情報 をっ くり,賂信する計画を立てる｡
○だれに
･他地域の学校,地学牟
○どのような方法で
･テ レビ会議.学級新聞 な ど
○どのよ うな内容にす るのか.
･身連 な出来事 について ,地域 の特 色につい
て,他教科や廃合学習の内容
○簸信す る情報 をっ くる｡
･写真や絵の工夫 .文章の工 夫.全体 構成の
工夫

○情報∴喜藤信する｡
⑦情報 を蚤信 したこ とをもとに,情報 を活用
す る上で大切 な ことについて話 し合 う｡
○毎日の生活の中で.鰭報 を発信 す る場面 を
考 える串
･ホームペー ジ.チ ャッ ト,チ ャッ ト

○情報 を活用す る ときに大切 な こ とについ て
話 し合 い , ｢わた したちの情報 活用宣言｣ を

コンピュータによる仕

事や生活の変化や問題
点に気付 き,情報活用
についての問題 をっ く

ることができる｡
(落書 ･ノ- ト)

見学や聞き取 を3などを
通 して.人々の情報の
利用の様子や工夫を調
べ,まとめることがで

きるO
(作品 ･ノ- ド)

私たちが情報 を効果的
に活用するための工夫
について理解すること
ができるO
(発言 ･ノー ト)

伝 える相手を意識 し,

分か 卓,)やす く内容を工
夫 しながらまとめ,発
信することができる｡
(ノー一･卜･発言)

イ ン タ ー ネ ッ トや

チャットなどの情報に
ついて知 り,これから
情報 を活用する上で大

切なことを考えること
ができる｡
(プリン ト,発言)

く出典 :京都市教育委異食 F京都市小学校指導計画』r社食科 5年｣.2005.留意点の欄 を筆者が省いて作成o)
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どもたちにとってと考 えると,無理をし過ぎているように思われるO ついていけない状況

になってしまうO果ては,系統的な知識暗記重税の社食科に陥って しまうOテス トあ りき

千,学習が謹んでい くのであるo

第 3帝 ｢総合野な学習の時間｣ からの時間の取 り込み

解決策は,総合的な学習の時間 70時間 を社会科に取 i)込むことであるO 総合的な学習

時間は,以前 110時間あ ij,それぞれの学校で実践が積み上 げられてきf=O それが,40

時間 も削減 されて,それぞれの学校の積み上げられた総合的な学習の時間の実践 を汲本埠

に見直さなければならなくなるが,これ しか現時点では方法がない ｡ あるいは,社食科の

単元に,親密 をっけ,長 く取 り扱 う大 きな単元 と短 く取 り扱 う小 さな単元 をっ くることで

ある｡ でも,このことは,既にされているでだろうから,単元の自主吟を判断による削減

しかないであろう｡ テス トで.新月的暗記の問題 を問わなければよい O 鳥銃的知識なんて,

クイズや検定に役立っだけだろう｡ 県名や県庁舎産地 を覚えることが,寛社合一でどれだけ

役立 っているのだろう｡作者 と作品は知っているが,作品を読んでいないとい う知識の段

階 と同 じであるo 知識は動的に動 く,今 日の日本は,昔覚 えた r日本は加工貿易の国｣ と

い う r原料 を輸入 して,製品を作 り,その製品を輸出 して立国 している国｣ と-結 き‖こし

てはいけないのであるO

少しでも,r基礎的な言語や思考能力は機能埠に獲得 されるべ きである缶 基礎埠な捜能

は錬 り塗 しやるから定着するのではな くて,使 う機会や応用する範囲が広がってい くと同

時の形成きれるoj に近づけたいものである｡
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第4時 r縫合的な学習時間｣ から ｢統合的教科横断テーマ｣ の学習へ

日 )総合は哲学時だ

私は,｢社食科は巌合だ｣ と.思っているが,そう思っていない人が大多数を責めている｡

社食科は書その教科そのものが,いろいろな教科 とクロスオーバーしているのであるQ そ

のことは,環境問題や公害問題で単元をみてみると,わか ijやすいO

①本質や空気測定をするのは 理科

②統計発理 をL,グラフに表すのは 算数

③新錦をっ くるのは 国語 ･図画

ど,グ田スオ-パーしている｡だから, ｢総合｣ なのであるが,社食覇 という教科 を,他

の教科と並列に,独立時に考えると教科の本質を発覚 して しまうことになるむ総合時な学

習の時間もそうで事クロスオーバーしているのに並列 ･並立に考えてi.まってはいなだろ

うかo

上田薫は,r人間は鹿合だ｣ とい うがまさにそのとお りで,また社食覇 も鹿合であるo

r総合j が海鮮な哲学的な意味 を持っから , r総合｣ とい う言葉が深.く考えれず噴味なま

ま歩き由L,現場では,社食科 も総合的な学習の時間も r総合｣ になっていない状況 を生

み由している｡

(2) r絵舎｣ の肴薮 を降ろし,｢親合的教科横断テーマ｣ の学習とする

フ ィンラン ドの r鍍金的教科検断テーマ｣ は,わか りやすい ｡ 日本でもはっき卓Jr総合

噂な学習の時間jは rクロスオ-パーである｣ ことを打ち出すほうがわか毒E3やすいだろうO

ねらいは F鮭合j だが,手段は r教科横断｣ であるO

フ ィンラン ドのJYAsKYLÅN NORMAAuKOULU枚の第も学年遇8時間の鋼 を挙げた

那,毎週8時間とい うわけでないであろうO また,第 12遇のテ-マ学習は,rドラマ｣3

時間 , ｢マスダj 2時間 , rエネルギ-j l時間,｢イースダ-J l時間,その他 1時間を

分かれてお り,同 じテ-マで遇 8時間すべてを来港 Lているのではない怨第12遇は,全 28

時間の計画だから,8/28が渡合的教科横断テーマに当てられ,占卑生の 1週間の最低

時間数24時間に4時間上乗せして,この遇の学習を進めていることとなる｡ JYAsKYLÅN

NORMAALROULt3枚では,r統合的教科横断テ-マ｣ の各テ-マごとに時間数のめやす

を持っているに遠いない Q どの週 も週 8時間で年間 304時間も r渡合嘩教科横断テーマj
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の学習 をしてい るとは考 えに くいo

(3)柔軟 で,裁量が任 されてい る学校 にす るO

フ ィンラン ドの学習指 導婁領 (コア ･カ リキ ュラム)はた った 1-静 f320ペー ジ)で 日

本の分周 状態 と比べ ると薄い,一方 ,フ ィンラン ドの教科書 は, 自主遷親 で. しか も分厚

い く日本の 5倍以上の厚 さ)O教科書 は,全部学習に使 わないが,こどもがや りたければ,

自主学習や家庭学習な どでで きるo学 び方 を大切 に してい るのである0 8本の よ うに親切

に希選 きれた く薄いう教科書 ではないのであ るo

今回は,彩弁 できなかったが,図書館 がす ごい らしいO詞べ ることが菓 Lい図書館 .読

むことが楽 しい図書館 を日本の学校 で も目指 すべ きである｡ フ ィンラン ドの ア ン トレプ レ

ナー シププ教 育 と同線 にまだまだ知 l)f=いテーーマの 1つであるO

(4) フ ィンラン ド型アン トレプ レナー シップ教 育 とは

基礎 学校 6年 まで と,7年か らでは,テーマの質が譲 って きてい るよ うだ9 7年生以上

にな ると高菜的な活動,経営的 な活動 ,金融的な活動が入 って くる｡ それ までは,｢ク リ

スマ スの演劇金一をしよ う｣r餓雀 を織 ってみ よ う｣ な ど,直接 , ビジネスに繋 が らない活

動 を してい るo

イギ ぎ)スやアメ リカでは,低い学年か ら.商業的な活動 ,経営埠 を活動,金雛的 な活動

のア ン トレプ レナー シップ教 育 を してい るo 私 は,イギ リス型アメ リカ型のア ン トレプ レ

チ- シップ教 育 を rア ングロサクソ ン型ア ン トレプ レナー シップ教 育｣ とよぷ ことに して

い るO

フ ィンラン ド型アン トレプ レナ- シップ教 育は,市場原理の厳 し.さが全蘭 に萄 され るの

ではな く,r温 かい安全 な雰囲気Jr進取埠 に 良い生活 に向か うことjrみんなの ために何

をす るのか｣ を大切 に しなが ら,｢実行 す る｣｢考 える｣｢決定するjrリスク を冒す｣｢作

り出すjr物 を手に入 れ る｣ ことを学んでい くの であ るo

(.5) 大学 との連携 と教 員研修

第 3章 第 1帝にあるよ うに,フ ィンラン ドでは,ア ン トレプ レナー シップ教 育の教 員研

修 を大学でや ってい るOもちろん,日本 で も研修 は盛んだが,大学が時代のニ- ズ を知 鼻),
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現場に新 しい教育を打ち出し,研修することは意義深い O 統合的教科横断テーマのような

新 しい考え方は.教育委東食がイニシアチブを取るよE3も,大学がイニシアチブを取った

有が,理恵がまっす ぐに伝わると考えらる｡

それとは別に,文部科学省や教育委異食の統制 (制御)を掃 くし,それぞれの学校の独

自性 をもっともっと認められなければならないQ

波行で.7インランド･メソッドだと,フィンランドの食指 を向けていながら,実際は

スキル中心の学習に象っているのが現場の実態であるO テス トテス トで追いまくり,こど

もたちが,学校現場が,成果主義,正答主義になって Lまっているのに気付いていないの

ほ,致/命時であるo
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おわ 書目二

フ ィンラン ド語は,アルファベ ッ ト表記だが,日本語 と同 じ,主語が先で､述語が後の

頼の文法 らしい｡ 韓国語 (朝鮮語)やモ ンゴル語 も同 じで,私は不思議な親 しみ を持 って

フ ィンラン ドをみている｡しか し,この論文 を普 くにあたっては,それが障害 とな さ,l,フ ィ

ンラン ド語が上手 く訳せずに,適切な日本語にできな くて,悔 しい思い をLているO

フ ィンラン ドの人は,2種類の母国語 を操 り, しか も3番 目 (第 1タト国語)に英語 を使

えるように教育 されているようで羨ま しい｡ ここで扱 ったコア ･カ リキ ュラムは公式に英

語版がでてお り,わか りやすかった｡

フ ィンラン ドの基礎学校 5･6卑生の具体的な実践例 を才マ探 したが,また,フ ィンラ

ン ド語のホ-ムページも探 したが,適切なページを見っけることはできなかった0第3章

第 1帝 (2)近,山根栄次先生がフ ィンラン ドに研修に行かれた ときの リポー トを借 り守

の紹介になってい る｡2004年か らのコア ･カ リキ ュラムなので,これか ら実践の公表 も

あるだろうから､ さらに探 していきたい｡

フ ィンラン ドの教育の柔軟性 は,学ぶべ きである｡ アン トレプ レナー シップ教育だけで

な く,それこそ総合華 にフ ィンラン ドの教官 を捉 えなければならない｡フ ィンラン ド･メ

ソ ッ ドだけに終わ って しまうと,｢間譲 って もいい,や ってみよ う｣｢やる気がある｣｢挑

戦 してみよう｣r根気 よ く取 り組 もう｣ とい う児童生徒の姿勢 ･態度の育成には繋が らな

い｡フ ィンラン ドは rゆと皐月 があ りっっ,rレベルが高い｣｡ とい うことは,r賓が高い｣

とい うことである｡ 自分 自身 を含めて､教 員の質も高めねばならない し,箱 もの く教 室な

ど) も見直さなければならない｡フィンラン ドと日本は,こども一人あた りの教 員数が同

じようであるOが,実際は,少人数の学習はフ ィンラン ドの方が遺かに進んでい るOフ ィ

ンラン ドでは､夜長 も授業 を希 っているらしい ｡ 日本では,まだまだ,教室で こどもたち

が景教の方 を向いた多人数の一斉授業がスタンダ- ドで,フ ィンラン ドの蒐連的な学習方

法に目から鱗 を落 とさなければならぬ と考 えている｡
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